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釣川クリーン作戦に参加を
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平成23年度行政改革プランの実施結果をお知らせします� 3

みんなで国保の未来を考えよう、「国保財政の現状と未来」� 4〜5
宗像力プロジェクト　ムナカタのミカタ� 17

構成資産が決定、「ふるさとから世界遺産を！」� 6

華やかに飾られた馬、「時間旅行ムナカタ」� 7

女性がいきいきと活躍できる社会づくりに向けて…、「メッセージ」� 9

「改革プロジェクト」に聞く、「みんなで３Ｒ」� 12

赤間西郷土・歴史愛好会が「宗像霊場めぐり」を発刊� 14

心も体も元気に歩こう！！、「健康むなかた21」� 18

　広報紙15日号で毎月、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/に掲載
している市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課秘書係　☎（36）０８９０
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新
神
湊
港
渡
船
タ
ー
ミ
ナ
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を
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念
し
て
９
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（
日
）
に
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あ
れ
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神
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と
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の
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た
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催
。
３
部
構
成
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
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。
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「
み
あ
れ
祭
前
夜
祭
」

　
新
神
湊
港
渡
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
が
10
月
１
日（
月
）に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
外
観
は
、
世

界
遺
産
を
目
指
す
宗
像
の
歴

史
文
化
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和

風
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

景観にも配慮した和風のデザイン（イメージ）

第3回世界花火技師競技会優勝
「ワキノアートファクトリー」の花火

ゆったりとして利用しやすくなっています
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０
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０
０
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①
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０

０
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収
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２
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０
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す
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と
が
で
き
ま

す
が
、
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想
さ
れ
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す
。
海
の
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な
か
た
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と
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湊
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無
料
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ャ

ト
ル
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〜
同
９
時
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０
０
２
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界
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２
６
１
７

秋の宗像を楽しもう

【詳細記事２ページ】

　
８
月
31
日
（
金
）
か
ら
始

ま
る
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
を
前
に
、
８

月
23
日
（
木
）、福
岡
サ
ニ
ッ

ク
ス
ブ
ル
ー
ス
の
藤
井
雄
一

郎
監
督
と
永
下
安
武
主
将
が

表
敬
訪
問
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。

　
昨
年
は
14
チ
ー
ム
中
、
11

位
で
入
れ
替
え
戦
に
回
り
ま

し
た
が
、
藤
井
監
督
は
「
今

季
は
練
習
の
仕
上
が
り
も
よ

く
、
戦
力
も
充
実
し
て
い
る

の
で
、上
位
を
目
指
し
ま
す
」

と
力
強
く
決
意
を
述
べ
て
く

れ
ま
し
た
。
今
季
は
結
果
が

楽
し
み
で
す
ね
。

 

　
市
民
の
み
な
さ
ん

の
大
き
な
声
援
を
力

に
、
９
月
１
日
（
土
）

の
第
１
戦
で
あ
る
九
州

電
力
キ
ュ
ー
デ
ン
ヴ
ォ

ル
テ
ク
ス
に
勝
利
し
、

勢
い
を
つ
け
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
結
果
〕
９
月
１
日
の

試
合
は
31
対
13
で
見
事

勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
力
強
い

応
援
を
お
願
い
し
ま
す



9/16（日）・10/7（日）・10/28（日）宗像ユリックス 13時～16時
会議室５にて無料相談を実施。予約不要・先着順

相続はどのように行われるか？遺言書がある時とない時の違いは？
会社設立、各種許認可・離婚協議書作成・交通事故・在留資格など

伊藤弘幸 行政書士事務所
お気軽に
どうぞ

宗像市東郷2－3－40－206　宗像市役所より徒歩約１分

℡ 0940-36-8060（IP電話の方は携帯へ）

携帯 090-7980-1240
困ったことは
何でも

ご相談下さい。

No.228 むなかたタウンプレス 平成24年9月15日 （2）行　政

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

●むなかた 495まつり　芝生広場イベント●

日程 イベント
10月4日
（木）

宗像牛試食
宗像産ジャガイモ詰め放題　●参加費　100円／人

同5日
（金）

九州管楽合奏団コンサート「九管金管五重奏」
●時間　▽１回目11：30〜12：00 ▽２回目14：00〜14：30
まるごとユリックスの日「太陽を観察しよう」●時間　11：00〜

同6日
（土）

プロのアレンジメントと植木相談室
「玄海キャンドル」体験教室　＊当日受付、無料
●時間　▽１回目10：00～12：00 ▽２回目13：00～15：00

同7日
（日）

「玄海キャンドル」体験教室　＊当日受付、無料
●時間　▽１回目10：00～12：00 ▽２回目13：00～15：00

「バルーンアート」体験教室　＊当日受付、無料
●時間　▽１回目10：30～12：00 ▽２回目13：30～15：00

同8日
（月・祝）

江口盆栽会による盆栽相談会、盆栽展示
●時間　9：00～16：00
貝掘り＆宝探し（釣川河口付近）すてきな景品が当たる
●時間　10：00～12：00　＊無料

同9日
（火）

まごころ市　市内５つの障害者施設制作の商品展示即売会
宗像市の花「かのこゆり」の普及イベント

● むなかた495まつり　参加団体イベントスケジュール ●

日程 参加団体名 申込・問い合わせ先 イベント内容

① 10月4日(木）〜
同8日(月)

マリーウエスタン
ショップ ☎(34)6077 シフォンケーキセット（コーヒー付き）　通常850円を495円に

② 10月5日(金)～
同8日(月)

iｍport and
handmade Dii

☎090
(6778)5044

「小さなカフェと雑貨屋さん」　
軽食ができるスペースを用意。雑貨屋を併設し、期間中は「Dii」の革製品を特別価格で販売

③ 10月4日(木)～
同9日(火)

ギャラリー＆
カフェ向日葵 ☎(62)2273 「絵を鑑賞してコーヒー飲んでホッと一息」絵の展示即売や絵画教室も実施

④ 常　時 ギャラリー
にのじ

☎090
(2511)4056 「機織り体験」●体験時間　60分　●参加費　1,000円（別途材料費が必要となる場合があります）　

⑤ 常　時 農家レストラン
まねき猫 ☎(38)7077 「パン・ピザ焼きと農業体験」　●時間　9:00～13:00　パンとピザを釜戸で焼く体験や有機栽培畑の野

菜収穫体験など　＊３日前までに５人以上で申込必要。１人1,500円、釜戸焼きの所要時間90分程度

⑥
10月5日(金)

少年自然の家
「玄海の家」 ☎(62)2511

「北斗の水くみ」観察会　●時間　20:00～21:00　●対象　小学生以上　●参加費　無料　
玄海の家の屋上から北の空を観察し、北斗七星が玄界灘の水をくむ姿を観察

10月4日(木)、5
日(金)、9日(火)

「玄海特製手作りピザ」体験試食会　●時間　10:00～14:00　●参加費　300円（食材費として）　
＊９月30日(日)までに申込必要

⑦ 10月1日(月)～
同31日(水) 粋工房株式会社 ☎(62)0272

「とんぼ玉体験」「ガラス絵付体験」「ガラスの干支展」
①とんぼ玉体験　●体験時間　１時間　●参加費　2,625円　＊申込必要
②ガラス絵付体験　●体験時間　30～40分　●参加費　1,260円　＊申込必要

⑧ 10月4日(木)～
同31日(水)

オテルグレージュ
「ラ・ギャルリー」 ☎(38)7700 ①食事　1,495円　「フランス産ヒナ鶏のグリルと宗像卵のサラダ仕立て」パン、コーヒー付

②495スイーツ　495円　テイクアウト可　＊12歳以下の子どもは来場できません

⑨ 10月4日(木)～
11月30日(金) 御宿はなわらび ☎(62)0107 「離れで湯っくりコース」平日限定　●時間　11:30～15:00　＊要予約　

食事をする人限定。コーヒー、デザート、お風呂利用セットで１人1,575円（３人以上～）

⑩ 10月4日(木)～
同9日(火)

洋食グリル
ふらんす屋 ☎(62)3959 一級品の陶芸美術品を鑑賞しながらの食事。屋外では物作り作家による販売も実施。

期間中は14:30～17:00までカフェ営業

⑪ 10月4日(木)～
同9日(火)

海の道
むなかた館 ☎(62)2600

「宗像歴史観光ウオーキング」●定員　各日30人　●参加費　無料　＊申込必要
「道の駅むなかた」10:00出発→「海の道むなかた館」→パワースポットとして人気の「宗像大社（高宮
祭場）」→「道の駅むなかた」のコースをガイド付きでウオーキング（移動距離約７km、所要時間２時間半）

⑫ 10月7日(日) カフェ楓（ふう） ☎090
(8663)7783

｢古民家カフェでボーカルとアコーステックギターのひととき」ミュージシャンのmikiriが歌います
●時間　14:30～15:30　●定員　20人　●料金　1,000円(ケーキセット付き)　
＊10月４日(木)までに申込必要

⑬ 10月4日(木)～
11月30日(金) 玄海食堂　温や ☎(62)0502 人気メニュー「玄海たこカレーセット」1,365円が「495まつりのチラシを見たよ。495まつりカレー

でお願い」の一言で「おまつりカレー」にバージョンアップ

⑭ 10月4日(木)～
同31日(水) 末広 ☎(62)0023 「495まつりのチラシを見たよ」の一言で寿司定食（梅）1,575円、（竹）2,625円 に刺身３点盛りをサー

ビス（平日限定）

⑮ 10月4日(木)～
同9日(火)

玄海
ロイヤルホテル ☎(62)1600 「玄海さつき温泉」入浴料1,000円を特別料金800円に（小学生500円を400円）

＊別途入湯税として50円必要（中学生以上）

⑯ 10月4日(木)～
同9日(火) 若潮丸 ☎(62)0072 「イカ定食・イカのお造り」を、注文した人へソフトドリンク１杯サービス

　秋の観光キャンペーンの一環として「 道の駅むなかた 」を中心に、神
湊から垂見峠までの国道495号線周辺の16店舗や施設で10月４日（木）〜
同９日（火）の６日間、「むなかた495まつり」を開催します。楽しいイベ
ントやこだわりの展示即売など店自慢のオリジナルイベントを実施。
　「むなかた495まつり」で、行楽の秋を楽しんでみませんか。
　目印は、「むなかた495まつり」ののぼりが立っている店。10月４日、
同５日の２日間は道の駅むなかたで買い物をした各日先着495人に、ま
つり参加店舗で利用できる商品券（300円）をプレゼント。さらに道の
駅むなかたの芝生広場ではいろいろなイベントを開催します。
＊詳しくは、道の駅むなかたＨＰ http://www.michinoekimunakata.
co.jp/index.htmを参照

� ■問い合わせ先　道の駅むなかた　☎（62）２７１５

秋の宗像を楽しもう

この
のぼりが
目印です
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少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
先

行
き
不
透
明
な
社
会
経
済
情
勢

の
中
、
よ
り
質
の
高
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

平
成
22
年
度
に
「
第
２
次
行
財

政
改
革
大
綱
」
と
「
行
政
経
営

改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
経

営
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る

た
め
の
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ

ネ
」
の
一
体
的
な
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
に
取
り
組
ん
だ

プ
ラ
ン
の
実
施
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 
《
プ
ラ
ン
の
一
例
》
達
成
度
Ａ

①
自
動
交
付
機
更
新
再
配
置
と

コ
ミ
セ
ン
配
達
サ
ー
ビ
ス
見

直
し�

〔
23
年
度
の
取
り
組
み
〕

▽
自
動
交
付
機
を
市
役
所
と
市

内
商
業
施
設
に
再
配
置

▽
コ
ミ
セ
ン
で
の
住
民
票
即
時

交
付
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

〔
効
果
〕

▽
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書

取
得
時
の
利
便
性
の
向
上

▽
コ
ミ
セ
ン
で
の
住
民

③
市
民
活
動
交
流
室
の
業
務
と

メ
イ
ト
ム
宗
像
の
管
理
業
務

の
一
部
を
協
働
委
託�

〔
23
年
度
の
取
り
組
み
〕

　
市
民
活
動
交
流
室
業
務
の
一

部
に
つ
い
て
市
民
活
動
団
体

へ
の
協
働
委
託
の
実
施

〔
効
果
〕

　
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
活
動

の
活
性
化
と
、
事
務
の
効
率

化
に
よ
る
人
材
の
有
効
活
用

（
職
員
減
員
分
の
人
件
費
と

委
託
料
の
差
額
１
６
０
万
円

を
削
減
）

④
福
津
市
と
共
同
で
の
航
空
写

真
撮
影
業
務
の
実
施

〔
23
年
度
の
取
り
組
み
〕

　
都
市
計
画
と
固
定
資
産
税
賦

課
業
務
に
利
用
す
る
航
空
写

真
の
撮
影
業
務

〔
効
果
〕

　
単
独
実
施
と
比
較
し
１
６
４

万
円
を
削
減

⑤
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー
の
移
転

に
よ
る
大
島
保
健
セ
ン
タ
ー

の
有
効
活
用�

〔
23
年
度
の
取
り
組
み
〕

　
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー
を
旧
大

島
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
転

〔
効
果
〕

　
大
島
行
政
セ
ン
タ
ー
の
建
替

想
定
経
費
と
旧
保
健
セ
ン

タ
ー
の
改
修
経
費
の
差
額
３

３
０
０
万
円
を
削
減

＊
詳
し
く
は
、
市
ＨＰhttp://

w
w

w
.city.m

unakata.
lg.jp/

→
「
行
財
政
改
革
」

→「
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」

を
参
照

■
問
い
合
わ
せ
先

　
経
営
企
画
課

�

☎
（
36
）
１
１
９
２

　
７
月
９
日
に
「
住
民
基
本
台

帳
法
の
一
部
改
正
」
が
施
行
さ

れ
、「
外
国
人
登
録
法
」
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
改
正

で
「
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
た
外
国
籍
の
人
（
外
国
人
住

民
）」
に
も
、
日
本
人
と
同
様

に
「
住
民
票
の
写
し
」
が
交
付

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
外
国
人
住
民
が
持
っ
て
い
る

「
印
鑑
登
録
証
・
市
民
カ
ー
ド
」

に
、
自
動
交
付
機
で
必
要
と
な

る
「
暗
証
番
号
」
を
登
録
す
る

こ
と
で
、
自
動
交
付
機
で
も
外

国
人
住
民
の「
住
民
票
の
写
し
」

が
請
求
で
き
ま
す
。

＊
「
在
留
期
間
が
３
カ
月
を
超

え
な
い
」
人
は
、
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん

＊
旧
登
録
原
票
、
出
入
国
記
録

な
ど
に
関
す
る
開
示
請
求

（
７
月
８
日
以
前
の
居
住
地

「
住
民
票
の
写
し
」が

　
　
　

交
付
可
能
に

外国籍の
人も

の
証
明
な
ど
）
は
、
法
務
省

入
国
管
理
局
出
入
国
情
報
開

示
係
☎
03
（
３
５
８
０
）
４

１
１
１
へ

■	

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
市
民
係

�

☎
（
36
）
１
１
２
６

平平
成成
222333
年
度
行
政
経
営
改
革

年
度
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の

プ
ラ
ン
の

実
施
結
果

実
施
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
23
年
度
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の

実
施
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

10
億
円
以
上
の
削
減
効
果

　
市
で
は
毎
年
４
月
に
競
争
入

札
参
加
資
格
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。こ
の
申
請
に
は「
経

営
事
項
審
査
」
が
必
要
で
す
。

①
次
回
の
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
期
間
（
予
定
）

●
「
総
合
評
定
値
通
知
書
」
提

出
期
間
（
対
象
＝
平
成
24
年

度
登
録
の
建
設
業
者
）　

　
平
成
25
年
４
月
19
日
（
金
）

～
同
５
月
31
日
（
金
）

●
郵
便
受
付
期
間
（
対
象
＝
追

加
登
録
す
る
建
設
業
者
）　

平
成
25
年
４
月
８
日
（
月
）

～
同
26
日
（
金
）

●
窓
口
受
付
期
間
（
対
象
＝
追

加
登
録
す
る
建
設
業
者
）

　
平
成
25
年
５
月
７
日
（
火
）

～
同
16
日
（
木
）

＊
正
式
な
日
程
が
決
ま
り
次

第
、
市
ＨＰhttp://w

w
w

. 
city.m

unakata.lg.jp/ 

→
「
宗
像
市
契
約
・
入
札
情

報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

②
「
経
営
事
項
審
査
」
の
取
り

扱
い

　
こ
の
審
査
は
、
申
請
受
付
終

了
日
か
ら
１
年
７
カ
月
前
ま
で

の
間
の
決
算
日
を
審
査
基
準
日

と
す
る
も
の
で
、
申
請
日
に
最

新
の
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　
具
体
的
に
は
、
平
成
25
年
７

月
１
日
認
定
の
競
争
入
札
参
加

申
請
の
場
合
は
、
平
成
23
年
９

月
１
日
以
降
を
審
査
基
準
日
と

す
る
も
の（
複
数
あ
る
場
合
は
、

そ
の
う
ち
最
新
の
も
の
）
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
建
設
業
者
が
こ
の

審
査
の
審
査
基
準
の
改
正
に
伴

う
再
審
査
に
よ
る
場
合
も
含

め
、
平
成
24
年
７
月
１
日
付
け

で
改
正
さ
れ
た
基
準
に
よ
る
経

営
事
項
審
査
の
総
合
評
定
値

（
Ｐ
）
の
通
知
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
平
成
24
年
７
月
１

日
付
け
で
改
正
さ
れ
る
前
の
基

準
に
基
づ
い
て
受
審
し
た
経
営

事
項
審
査
で
、「
雇
用
保
険
」

と
「
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金

保
険
」
に
関
し
、
い
ず
れ
も
加

入
し
て
い
る
か
、
適
用
除
外
と

さ
れ
て
い
る
場
合
は
除
外
。

③
経
営
事
項
審
査
の
再
審
査

　
県
が
、
10
月
５
日
（
金
）
ま

で
無
料
で
申
込
受
付
を
し
て

い
ま
す
。
再
審
査
が
必
要
な

場
合
は
、
忘
れ
ず
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

県
ＨＰhttp://w

w
w

.pref.
fukuoka.lg.jp/

→
「
経
営

事
項
審
査
の
制
度
改
正
に
よ
る

再
審
査
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
契
約
検
査
室
契
約
係

☎
（
36
）
１
１
６
１

平成23年度のプラン達成状況

達成度Ａ 目標を達成したプラン 71プラン

達成度Ｂ 達成度が60％以上100％未満 21プラン

達成度Ｃ 達成度が40％以上60％未満 ８プラン

達成度Ｄ ほとんど達成していないプラン 14プラン

未 着 手 全く着手していないプラン １プラン

合計 115プラン

＊平成23年度削減額は10億3,312万円（対目標額186.2％）

票
・
印
鑑
登
録
証
明

書
交
付
の
迅
速
化
と

事
務
の
効
率
化

②
市
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収

納
〔
23
年
度
の
取
り
組
み
〕

　
普
通
徴
収
市
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

を
開
始

〔
効
果
〕

　
納
付
時
の
利
便
性
の

向
上
（
24
時
間
納
付

可
能
）

平成25年７月１日に認定する建設工事の
市競争入札参加資格審査申請の

「経営事項審査」
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国
保
税

介
護
納
付
金

後
期
高
齢
者

支
援
金

医
療
費

減少!! 高騰!!

行　政

国保財政国保財政のの
現現状状とと未未来来
国保財政の
現状と未来

第
６
回

　

国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
お
知
ら
せ
す
る
「
国

保
財
政
の
現
状
と
未
来
」。
市
広
報
紙
４
月
15
日
号
か
ら
市
国
保
財
政
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
て

き
た
内
容
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

�

■
問
い
合
わ
せ
先　

国
保
医
療
課　

☎
（
36
）
１
３
６
３

国
保
財
政
は
な
ぜ
悪
化
し
て
い
る
の
？

発
生
し
た
赤
字
は
ど
う
し
て
い
る
の
？

ど
う
す
れ
ば
改
善
さ
れ
る
の
？

みんなで国保を守ろう
　このように、市の国民健康保険の財政

は危機的状況にあります。だから今こそ、

国保の将来を見据えた改善が必要です。

被保険者のみなさんに実践してもらいた

いこと、市が実施する健全運営のための

取り組みに理解

と協力をお願い

します。

●
国
保
被
保
険
者
は
高
齢
者
の
割
合
が
高

く
、
医
療
費
が
増
加

●
医
療
の
高
度
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加

●
後
期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付
金
の

増
加

●
国
保
の
被
保
険
者
は
、無
職
の
人
や
退
職
後
の
高
齢
者
が
多
く
、

所
得
が
少
な
い
た
め
、
被
用
者
保
険
と
比
較
し
て
国
保
税
収
が

少
な
い

●
近
年
の
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
っ
て
国
保
税
収
が
減
少

　
こ
れ
ま
で
、
国
保
税
収
の
赤
字
分
は

国
民
健
康
保
険
給
付
費
支
払
基
金
を
取

り
崩
し
て
穴
埋
め
し
て
き
ま
し
た
が
、

基
金
が
全
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
平
成
23
年
度
は
市
民
の
み
な
さ
ん

の
税
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
日
ご
ろ

の
家
族
の
健
康
状
態
や
飲
ん
で
い

る
薬
や
病
気
の
履
歴
を
把
握
し
て

い
る
医
師
で
す
。
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
す
る
こ
と
で
、
他
の
医
療

機
関
と
の
連
携
に
よ
っ
て
重
複
す

る
無
駄
な
検
査
や
治
療
を
防
止
で
き
、
無
駄
な
医
療
費
の
節
約

に
も
な
り
ま
す
。

●
休
日
や
夜
間
の
診
療
は
控
え
ま
し
ょ
う

　
時
間
外
な
ど
の
診
療
は
医
療
費
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
急
病
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
診
療
時
間
内

に
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
重
複
受
診
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
医
療
機
関
を
医
師
の
紹
介
も
な
く
変
え
る
と
、
そ
の
都
度
、

初
診
料
が
か
か
り
、
無
駄
な
医
療
費
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、

何
度
も
検
査
や
処
置
、
投
薬
を
す
る
た
め
、
体
に
も
負
担
が
か

か
り
ま
す
。

●
お
薬
手
帳
を
作
り
ま
し
ょ
う

　
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。
副
作
用
で
体
に
悪
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
薬
の
も
ら
い
過
ぎ
も
医
療
費

増
加
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
と
同
等
の
効
果
で
価
格
が

安
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
自
己
負
担
も
少
な
く
な

り
ま
す
。

●
国
保
税
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
全
員
で
支
え
合
っ
て
成
り
立
つ
制

度
で
、
国
保
税
は
あ
な
た
の
医
療
費
を
支
払
う
大
切
な
財
源
で

す
。
国
保
の
適
正
運
営
の
た
め
、
国
保
税
は
納
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

306,100
312,054

329,398

336,990

300,000

310,000

320,000

330,000

340,000

350,000

360,000
（単位：円）

H20 H21 H22 H23
59,000

60,000

61,000

62,000

63,000

64,000

65,000

66,000

65,778

64,062

63,278 63,013

H20 H21 H22 H23

（単位：円） １人当たりの国保税収額（医療費のみ） １人当たりの医療費

み
ん
な
で
国
保
の
未
来
を
考
え
よ
う



ご相談ください資生堂化粧品専門店

TEL・FAX 36-0254
ビューティーショップ愛 宗像市日の里1-11-3（東郷駅日の里側）

◎定休日 /日曜日・祝日（10:00～20:00）

ビューティーショップ愛へ

資生堂チェインストア エステティックサロン

J
R
東
郷
駅

西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行

高層アパート
日の里

ビューティー
ショップ

愛

資生堂の
新しい
サービス さらにお店からもダブルプレゼント!!

化粧品デー
ワ タ シ プラス

実施中!
９/21～９/30までポイント10倍!!

当店はベネフィークのお店です
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▽必然
▽突然コントロールに目覚める
▽努力のたまもの
▽発症から日が浅いだけ
▽偶然かラッキーか合併症がまだ出ていない

▽合併症が怖い＊1
▽仕事を続けたい
▽家族に迷惑をかけた
　くない
▽糖尿病をよく理解で
　きた
▽患者同士で励ましあ
　えた

▽自分だけ食事制限は
　無理
▽単身赴任で治療が難
　しい
▽治療が厳しすぎる
▽仕事が忙しい
▽自覚症状がない
▽接待がある
▽家族が厳しい、無関心
▽医者が自分のプライ
　ドを傷つける

▽白内障など合併症の
　入り口と知り、恐ろ
　しくなる

▽なめてかかる
▽糖尿と診断された
　ことすら忘れる

▽合併症の進行に落胆
▽反省

▽手遅れの自覚
▽病への無知を悔いる
▽がくぜんとする
▽あの時の自分を後悔
　する

糖尿病と
診断される

まず
受診する 放置する

変調なし

突然の変調

治療を挫折

体調変化の
兆しあり

治療を開始
（再開）

治療を継続 治療を挫折

▽仕事が忙しい
▽自覚症状がない
▽健診などあまりなかった
　時代
▽科学的根拠のない誤った
　民間療法の継続
▽知られたくない、認めた
　くない
▽自分だけは大丈夫と思う
▽糖尿病を理解しようとし
　ない

▽絶望、落胆する
▽大変だと自覚する

症状は安定、合併症なし

未来
１

合併症の兆候はあるが、
失明や人工透析には至っていない 失明、人工透析、足壊疽

未来
２

未来
３

あし　え　そ

治療を継続

＊１ 糖尿病の合併症には最も早く出る神経障害（手足のしびれ、胃腸の不調など）目の障害（網膜症→
　　 失明、白内障など）、腎臓の障害などがある
＊２ 人工透析は治療がつらいだけでなく、外来透析でも１カ月で約 40万円の治療費がかかります。
　　 そのほとんどを保険給付として支払っています
＊３ 少しの足の傷などに細菌が感染し、そこが化膿（かのう）してしまい、皮膚から皮下組織までの細
　　 胞が死んで腐ってしまう病気（神経症のため、病気に気づかない）
参考／厚生労働省ホームページ

＊3＊2

行　政

突然襲ってくる
生活習慣病

医療機関の窓口で
支払うのは

医療費の一部です

生活習慣病
未来予想図

●生活習慣とは…？
　食生活・運動・喫煙
　飲酒・ストレスなど

　生活習慣病は、自覚症状のないまま知
らない間に進行していく「サイレントキ
ラー（沈黙の殺人者）」と呼ばれることも
あります。

●生活習慣病とは…？
　高血圧病・糖尿病・心臓病
　動脈硬化・脳卒中など

　みなさんが病気やけがをしたときは、
医療機関に保険証を提示して医療費の自
己負担分を支払います。しかし、自己負
担分は医療費の一部（１〜３割）に過ぎず、
医療機関は残りの医療費（７〜９割）を
保険者に請求しています（高額医療費な
どに該当した場合は、自己負担分はさら
に少なくなります）。医療機関へ支払う財
源はみなさんが収める国保税で賄われて
いますので大切に使いましょう。

生活習慣病をもとに
医療費が高額になる疾患

こうなる前に

　たった１人が１カ月で
� こんなに医療費がかかります。　

疾　患 １人当たり平均月額

虚血性心疾患 約300万円

大動脈疾患 約420万円

脳血管疾患 約240万円
平成24年５月福岡県国民健康保険団体連合会資料

　市では40歳以上75歳未満の国保被保険
者を対象に特定健診や特定保険指導を実
施しています。

定期的な健診で
体の管理を

　この図表の中には10年前、20年前に糖尿病と診
断された人の今に至るまでが記されています。少し
想像力を働かせて、生活習慣病の怖さを再確認して
ください。毎日の生活を見直しましょう。
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子どもに
やさしいまち

むなかた
第5回 

大
人
の
責
務

子
ど
も
の
権
利
を

　

守
る
た
め
に

学びの里

　
親
は
子
ど
も
の
育
成
に
対
し

て
一
番
の
責
任
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、「
ど
の
よ
う
に
子
育
て

を
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な

い
」「
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
と

　
子
ど
も
が
多
く
の
時
間
を
過

ご
す
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校

な
ど
は
子
ど
も
の
育
成
や
子
ど

も
の
権
利
の
保
障
に
関
す
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
も
子
ど
も
の
権
利

を
保
障
す
る
た
め
の
取
り
組
み

や
子
育
て
支
援
な
ど
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
に
関
わ
る
全
て
の
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
子
ど

も
の
権
利
を
保
障
す
る
責
務
を

持
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
権

利
の
保
障
や
子
育
ち
、
子
育
て

支
援
は
、
子
ど
も
に
関
わ
る
全

て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

認
識
し
、
そ
れ
を
果
た
す
と
と

も
に
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
重

し
、
責
任
を
押
し
付
け
合
う
こ

と
な
く
、
社
会
全
体
で
協
力
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
次
回
は
、
保
護
者
の
責
務
に

つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
こ

と
に
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
育
成
課
　

☎
（
36
）
１
２
１
４

　

１
９
９
４
年
に
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
が
日
本
で
批
准
さ
れ
て
か

ら
20
年
近
く
が
経
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
権
利
に
対
す
る
大
人
の
認

識
や
理
解
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
権
利
が
侵
害
さ

れ
、
本
来
な
ら
救
え
る
は
ず
の
子
ど
も
が
救
え
な
い
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

大
人
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
考
え
方
や
見
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

親
だ
け
で
の
子
育
て
は

困
難

地
域
の
関
わ
り
方

子
ど
も
関
係
施
設
や

市
の
役
割

社
会
全
体
で
子
ど
も
に

関
わ
る
こ
と
が
大
切

接
し
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な

い
」
な
ど
の
悩
み
や
不
安
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
を
抱
え
、
そ
の
こ

と
が
原
因
で
子
ど
も
に
悪
い
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　
　

　
核
家
族
化
や
少
子
化
が
進
ん

だ
現
在
は
、
子
育
て
を
周
り
の

　
最
近
は
地
域
の
つ
な
が
り
が

希
薄
と
な
り
、
大
人
が
子
ど
も

に
声
を
か
け
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
が
社
会
の
ル
ー
ル
に
反
す

る
こ
と
を
し
て
も
、
大
人
が
注

意
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
は
子
ど
も
が
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
ぶ
場
。
子
ど
も
は

周
り
の
大
人
が
正
し
く
教
え
導

　
福
津
市
の
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

で
８
月
４
日
、「
宗
像
・
沖
ノ

島
と
世
界
遺
産
群
」
世
界
遺
産

推
進
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
専
門
家
会
議
か
ら

顕
著
な
普
遍
的
価
値
と
構
成
資

産
に
関
す
る
提
言
書
が
提
出
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ふるさとから
世界遺産を!

連
遺
産
群

連
遺
産
群

連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関

第45回

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
遺
産
の

構
成
資
産
は
、
①
沖
ノ
島
②
宗

像
神
社
（
沖
津
宮
・
中
津
宮
・

辺
津
宮
）③
津
屋
崎
古
墳
群（
新

原
・
奴
山
古
墳
群
）
と
な
り
ま

し
た
。
遺
跡
、
古
墳
に
つ
い
て

は
新
原
・
奴
山
古
墳
群
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
　
　

　
こ
れ
は
、
沖
ノ
島
祭
祀
（
さ

い
し
）
を
発
展
さ
せ
た
古
墳
時

代
の
宗
像
地
域
で
、「
海
北
道

中
」
を
支
配
し
た
海
の
民
の
集

団
の
あ
り
方
を
最
も
よ
く
表
象

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
由

で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
提
言
書
の
中
で

は
、
桜
京
古
墳
や
田
熊
石
畑
遺

跡
な
ど
構
成
資
産
に
含
ま
な
い

資
産
も
歴
史
的
な
関
連
性
に
つ

い
て
推
薦
書
の
中
で
記
述
。
国

と
地
元
が
責
任
を
持
っ
て
世
界

遺
産
と
一
体
の
も
の
と
し
て
保

存
・
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
産
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
詳
細

は
次
回
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

９
月
30
日（
日
）の

　

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　　
世
界
遺
産
強
調
月
間
（
オ
ガ

チ
マ
ン
ス
）
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と

新
神
湊
港
渡
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

オ
ー
プ
ン
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
詳
し
く
は
１
ペ
ー

ジ
を
参
照
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
待
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
62
）
２
６
１
７

構
成
資
産
が
決
定

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている
韓国・金海（キメ）市の広報紙を紹介しています。

　
同
じ
地
域
に
住
み
、
同
じ
年

ご
ろ
の
乳
幼
児
を
育
て
る
母
親

た
ち
が
育
児
と
教
育
に
関
す
る

情
報
を
活
発
に
交
換
す
る
集
い

が
あ
り
ま
す
。
主
催
者
の
キ

ム
・
ジ
ニ
ョ
ン
さ
ん
は
英
語
講

師
と
し
て
働
い
て
い
た
経
験
を

生
か
し
、英
語
の
童
謡
や
発
音
、

英
会
話
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
の
は
、
母
親
た
ち

自
ら
が
交
代
で
勉
強
会
の
授
業

を
担
当
す
る
と
い
う
点
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
フ
ォ
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
活
用
が
得
意
な
母

親
は
、
授
業
を
通
じ
て
母
親
た

ち
の
ト
ル
ジ
ャ
ン
チ
（
子
ど

も
の
満
1
歳
の
誕
生
日
パ
ー

テ
ィ
ー
）
の
準
備
を
手
伝
い
ま

す
。
母
親
た
ち
は
、「
勉
強
し

な
さ
い
」と
口
で
言
う
よ
り
も
、

ま
ず
は
自
ら
が
学
ぶ
姿
を
子
ど

も
に
見
せ
る
こ
と
が
価
値
の
あ

特
技
を
教
え
あ
う
母
親
た
ち

新
原
・
奴
山
古
墳
群

教える前に
まず学ぼう

母親たちの勉強会

姉
妹
都
市
締
結

　
20
周
年
記
念
公
演

　
宗
像
市
と
金
海
市
の
姉
妹
都

市
締
結
20
周
年
を
記
念
し
て
、

金
海
市
か
ら
子
ど
も
サ
ム
ル
ノ

リ
（
韓
国
伝
統
楽
器
）
チ
ー
ム

る
教
育
だ
と
い
う
信
念
を
持
っ

て
い
ま
す
。

（
金
海
市
広
報
紙
２
０
１
２
年

７
月
20
日
発
行
分
）

＊
こ
の
原
稿
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
協
働
化
提
案
制
度
と
し

て
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
パ

ラ
ム
む
な
か
た
」
が
翻
訳
し

て
い
ま
す

と
合
唱
団
を
招
き
、
宗
像
市
の

子
ど
も
た
ち
と
の
合
同
公
演
を

開
催
し
ま
す
。

　
歌
や
ダ
ン
ス
、
太
鼓
な
ど
の

華
や
か
な
舞
台
で
20
周
年
を
祝

い
ま
す
。
多
く
人
の
来
場
を

待
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
８
日（
月
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
開
演
　（
開

場
は
30
分
前
）

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

＊
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
秘
書
課
秘
書
係
　

☎
（
36
）
０
８
９
０

大
人
み
ん
な
で
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
こ
と

が
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
支
援
が
親
の
負
担

軽
減
に
偏
り
過
ぎ
、
親
が
子
育

て
を
人
任
せ
に
す
る
こ
と
は
避

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
親
自
身
も
「
育

児
力
」
や
「
家
庭
教
育
力
」
を

高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
こ
と
で
成
長
し
ま
す
。
そ
の

こ
と
が
子
ど
も
の
権
利
を
保
障

し
、
親
の
子
育
て
支
援
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。「
地
域
教
育
力
」

の
向
上
も
極
め
て
重
要
で
す
。
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　「
馬
」
と
聞
い
た
と
き
に

頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
乗
馬
や

競
馬
な
ど
で
見
る
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
の
よ
う
な
大
き
な
馬

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
古
代
の
馬
は
背
も
低

く
小
さ
な
馬
で
し
た
。
そ
の

大
き
さ
は
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

の
肩
ま
で
の
高
さ
が
１
６
０

～
１
７
０
セ
ン
チ
に
対
し
、

古
代
の
馬
は
１
３
０
セ
ン
チ

前
後
と
一
回
り
以
上
小
さ
い

こ
と
が
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

馬
の
骨
か
ら
分
か
っ
て
い
ま

す
。
ポ
ニ
ー
く
ら
い
の
大
き

さ
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
で
は
、
日
本
に
い
つ
馬
が

や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
弥
生
時
代
の
日
本
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
る
「
魏
志

倭
人
伝
（
ぎ
し
わ
じ
ん
で

ん
）」
に
日
本
に
馬
が
い
な

い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
現
在
ま

で
の
発
掘
調
査
か

ら
、
馬
は
４
世
紀
の

後
半
（
古
墳
時
代
中

期
）
に
は
中
国
大
陸
や
朝
鮮

半
島
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
来

た
よ
う
で
す
。
５
世
紀
以
降

に
な
る
と
古
墳
の
石
室
に
馬

の
絵
が
描
か
れ
、
馬
形
埴
輪

（
う
ま
が
た
は
に
わ
）
や
土

馬
（
ど
ば
）
が
作
ら
れ
る
な

ど
、
国
内
に
馬
が
広
が
っ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
て
各

地
に
馬
を
飼
育

す
る
牧
場
が
造

ら
れ
、
そ
の
地

に
根
付
き
、
木

曽
馬
や
道
産
子

と
い
っ
た
在
来

馬
と
な
っ
て

い
っ
た
よ
う
で

す
。

　
市
内
の
稲
元

な
ど
で
も
土
馬

が
出
土
し
、
馬

が
飼
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す

が
、
土
馬
の
足

は
短
く
背
の
低

い
馬
で
あ
っ
た

こ
と
が
想
像
さ

れ
ま
す
。

学びの里

　
国
内
で
の
馬
の
広
が
り
に

合
わ
せ
、
古
墳
の
中
か
ら
馬

具
が
出
土
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
日
本
に
登
場
し
た
初

期
の
馬
具
は
、
朝
鮮
半
島
南

部
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
で

し
た
。
馬
具
に
は
、
馬
を
乗

り
こ
な
す
た
め
に
必
要
な
も

の
、
馬
を
防
御
す
る
た
め
の

も
の
、
馬
を
飾
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
中
で
も
、
馬
を
飾

る
も
の
に
は
、
飾
り
板
で
あ

る
杏
葉
（
ぎ
ょ
う
よ
う
）
や

馬
の
尻
の
上
に
つ
け
る
雲
珠

（
う
ず
）
な
ど
に
金
銅
製
の

も
の
が
あ
り
、
馬
が
金
色
に

輝
く
装
飾
品
で
飾
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ

れ
ら
以
外
に
も
馬
の
背
中
に

旗
を
立
て
る
た
め
の
蛇
行
状

鉄
器
（
だ
こ
う
じ
ょ
う
て
っ

き
）
や
首
や
尻
に
下
げ
た
馬

鈴
（
ば
れ
い
）
な
ど
で
馬
を

飾
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
馬
を
乗
り
こ
な
す

た
め
の
道
具
の
中
に
も
背
に

乗
る
た
め
の
鞍
（
く
ら
）
や

足
を
か
け
る
鐙
（
あ
ぶ
み
）

な
ど
に
透
か
し
彫
り
の
文
様

な
ど
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た

金
具
が
取
り
付
け
ら
れ
、
よ

り
い
っ
そ
う
華
や
か
に
馬
は

飾
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。

　
そ
し
て
、
馬
具
は
皮
の
ベ

ル
ト
で
つ
な
が
れ
馬
に
固
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
驚
く
こ

と
に
馬
具
を
つ
な
い
だ
ベ
ル

ト
の
金
具
は
現
在
の
私
た
ち

が
使
っ
て
い
る
ベ
ル
ト
の
留

め
金
具
と
そ
っ
く
り
で
、
こ

の
留
め
金
具
も
ま
た
金
色
に

装
飾
さ
れ
馬
を
飾
っ
た
装
飾

の
一
部
と
な
っ
て
い
た
の
で

す
。

　
こ
れ
ら
の
馬
具
に
も
流
行

が
あ
っ
た
よ
う
で
、

最
新
の
馬
具
が
流
行

の
発
信
地
で
あ
っ
た

中
国
大
陸
や
朝
鮮
半

島
か
ら
次
々
と
輸
入

さ
れ
、
後
に
国
産
化

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

国
産
化
さ
れ
て
い
く

中
で
、
最
新
の
流
行

が
全
国
に
広
が
り
、

各
地
で
飼
わ
れ
て
い

た
馬
た
ち
を
飾
っ
た

の
で
す
。

　
市
内
の
古
墳
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
馬
具

が
出
土
し
て
い
ま

す
。
特
に
沖
ノ
島
に

奉
納
さ
れ
た
杏
葉
や

国
内
最
大
級
の
馬

鈴
、
全
国
で
十
数
点

し
か
例
が
な
く
朝
鮮

半
島
で
も
確
認
さ
れ

て
い
る
蛇
行
状
鉄

器
、
沖
縄
な
ど
南
の

海
に
生
息
す
る
イ
モ
ガ
イ
の

装
飾
品
が
つ
い
た
雲
珠
な
ど

は
海
外
と
の
交
易
を
し
め
す

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
祭
り
な
ど
の

行
事
が
あ
る
た
び
に
、
馬
具

で
飾
ら
れ
た
馬
た
ち
が
ま
ち

を
歩
き
、
華
や
か
な
姿
を
見

せ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
海
の
道
む
な
か
た

館
で
は
、
市
内
で
出
土
し
た

土
馬
や
馬
具
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
職
員
・
沖
田
正
大
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
課

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
内
）

☎
（
62
）
２
６
０
０稲元で出土した土馬浦谷古墳群出土の杏葉

辻金具

馬形埴輪の馬具

手綱

鞍

轡

鐙

雲珠

尻繋

蛇行状鉄器

面繋

胸繋

障
泥

馬鈴

杏葉

鏡板
第18回

華
や
か
に

飾
ら
れ
た
馬

　
小
さ
な

　
　
　
古
代
の
馬

　
馬
を
飾
る
馬
具
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

　日本でもよく知られている「グリム童話集」は、1812年に「子ども
と家庭のメルヒェン集」として、話の数86話、印刷数900部で出版さ
れました。1815年には第２巻、70話が出版され、この２冊が初版本と
呼ばれています。兄ヤーコプ・グリム、弟ヴィルヘルム・グリムの２人
が集めた話を収録したものです。その後、1857年の第７版に至るまで、
改訂を重ねていったことも知られています。
　グリム兄弟がどのように話を集めたのか、改訂のたびにどのように文
章を変えたのか、その背景を知ると、子どものころに読んだ「白雪姫」「赤
ずきん」「ヘンゼルとグレーテル」「おおかみと七ひきのこやぎ」などの
話の新しい一面が見えるかもしれません。
　200年前から語り継がれてきた話を、もう一度読み返してみませんか。

■問い合わせ先　　　　
市民図書館　　　　　

☎（37）１３２１

◆大人向き
作品名 著者 出版社

グリム兄弟　知られざる人と作品 ベルンハルト・ラウアー　著 淡交社

図説グリム童話 虎頭惠美子　編 河出書房新社

グリム童話の世界 高橋　義人　著 岩波書店

もっと知りたいグリム童話 野村　泫（ひろし）　著 筑摩書房

語るためのグリム童話　１～７ 小澤　俊夫　監訳 小峰書店

◆子ども向き（絵本）
作品名 出版社

赤ずきん 岩波書店

おおかみと七ひきのこやぎ 福音館書店

おどる12人のおひめさま ほるぷ出版

かえるの王さま 岩波書店

ブレーメンのおんがくたい 福音館書店

ねむりひめ 福音館書店

ラプンツェル ほるぷ出版

　福岡地区小学生読書リーダー養
成講座が７月30日と８月７日に開
催され、市内小学４～６年生23人
が参加しました。
　１日目は、小学生読書リーダー
としての役割の講義を受け、閉架
書庫などの図書館見学や貸出、返
却、配架、調べもののお手伝いな
ど司書の仕事を体験。本を紹介す
るカードも作りました。

　２日目は、読み聞かせの実習を実
施し、ボランティアのみなさんにア
ドバイスをしてもらいました。今後、
読書リーダーとして、どのような活
動をしていくのかを話し合いまし
た。
　やる気いっぱいで養成講座に参加
した子どもたちが、各学校で読書
リーダーとしてどのような活動をし
てくれるのか楽しみです。

《参加児童の声》
●図書館の仕組みを知ることができました。いろいろな体験ができ、楽しかっ
たです
●調べもののお手伝い体験では、資料を探すのが難しく、司書の仕事の大変
さが実感できました
●ボランティアのみなさんにとても分かりやすく読み聞かせの仕方を教えて
もらいました。学校や家で実践したいと思います

■問い合わせ先　図書課学校図書館係　☎（34）２２６４

学びの里

グリム童話グリム童話

誕生200年
司書の仕事や読み聞かせを体験

小学生読書リーダー養成講座

司書の仕事を体験

読み聞かせの仕方を学ぶ小学生（中央）
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女性に求められる能力
～イキイキとした人生を歩もう！～
女性に求

秋の就活セミ
ナー

●日時　10月５日（金）13:00～15:00
●場所　メイトム宗像・202会議室
●講師　後藤靖子さん（キャリアカウンセ

ラー・熊本大学非常勤講師）
●定員　抽選で30人
＊申込方法など詳しくは、市広報紙９月１
日号14ページを参照

男女共同参画

問い合わせ先
男女共同参画推進課

男女共同参画推進センター
「ゆい」

TEL（36）0048
FAX（36）0032

TEL（36）0250
FAX（36）0269

　
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

が
増
え
て
い
ま
す
が
、「
仕

事
と
家
庭
の
両
立
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
、
な

か
な
か
一
歩
が
踏
み
出
せ
な

い
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
ス
タ
イ
ル
で
仕
事
と
家

庭
の
両
立
を
図
り
、
ホ
ー
ム

ス
タ
ッ
フ
代
表
と
し
て
活
躍

す
る
上
野
貴
子
さ
ん
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

《
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
（
ソ
ー
ホ
ー
）

と
は
》

　
英
語
の
「Small Office 

Home Office

（
ス
モ
ー
ル

オ
フ
ィ
ス
・
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ

ス
）」
の
略
称
で

就
業
ス
タ
イ
ル
を

誰でも相談できます（相談無料）相談情報
相談事業名 場所 相談日 時間

①こころと生き方の相談
　（面接・電話相談）
　＊予約不要
　☎（36）１１５６
　メール kokoro@city.munakata.fukuoka.jp

市役所本館
１階・相談室
（101会議室横）

毎週月～
金曜日

（祝日を除く）

13：00

〜

17：00

②就業相談　＊２日前までに要予約
　就職に関する相談を受け付けます。職業あっ
せんはしていません 男女共同参画

推進センター
「ゆい」

毎月
第３水曜日

10：00

〜

12：00

③法律相談　＊要予約
　女性の弁護士が、離婚など女性を取り巻く問
題の相談を受け付けます

毎月
第３火曜日

13：00

〜

16：00

②③の予約は、男女共同参画推進センター「ゆい」☎（36）０２５０へ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
て
顧

客
管
理
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
開

発
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

《
起
業
の
き
っ
か
け
は
？
》	

　
起
業
は
平
成
９
年
、
次
男

を
出
産
し
た
年
で
す
。
福
岡

市
か
ら
宗
像
市
へ
の
転
居
や

出
産
が
起
業
の
き
っ
か
け
と

な
り
、
自
宅
で
い
つ
も
子
ど

も
の
そ
ば
で
仕
事
が
で
き
る

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
と
い
う
就
業
ス
タ

イ
ル
を
選
び
ま
し
た
。
企
業

は
自
宅
で
仕
事
を
す
る
女
性

に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る

こ
と
に
最
初
は
抵
抗
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
実
績
を
積

む
こ
と
で
仕
事
を
理
解
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

《
苦
労
や
大
変
だ
っ
た
こ
と

は
？
》

　
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が

一
番
大
変
で
し
た
。
起
業
し

て
１
年
は
最
初
の
仕
事
が
終

わ
る
と
全
く
仕
事
が
な
い
時

女
性
が
い
き
い
き
と

活
躍
で
き
る

社
会
づ
く
り
に
向
け
て…

期
が
続
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
の
人
と
の
情
報
交
換
や
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
小
さ
い
こ
ろ
、

仕
事
の
打

ち
合
わ
せ

で
外
出
す

る
時
は
、

託
児
所
を

利
用
し
た

り
友
達
に

子
ど
も
を

預
け
た
り

と
周
り
の

人
に
と

て
も
助
け

ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、

営
業
か
ら

経
理
ま
で

全
て
を
自

示
す
言
葉
で
す
。

　「
自
宅
や
自
宅
近
く
の
事

務
所
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
情
報
通
信
機
器
を
活
用
し

て
企
業
か
ら
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
業
務
を
請
け
負
う
働

き
方
」
と
定
義
さ
れ
、
デ
ー

タ
入
力
、
テ
ー
プ
起
こ
し
、

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
シ
ス

テ
ム
開
発
、
パ
ソ
コ
ン
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

日本赤十字九州国際大学のホームページ制作例

携帯電話からの市 ＨＰアドレス　▽ｉモード（NTTドコモ）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/i/index.html
▽EZweb（au）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/e/index.html　▽Yahoo!ケータイ（SoftBank）＝http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/j/index.html

分
で
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
は
大
変
で
す
。

《
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と

は
？
》

　
制
作
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
公
開
や
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示

さ
れ
て
い
る
と
本
当
に
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新

し
い
仕
事
が
入
っ
た
と
き
に

は
自
分
が
認
め
ら
れ
た
気
が

し
て
、
思
わ
ず
子
ど
も
に
も

自
慢
し
ま
す
。

《
パ
ワ
ー
の
源
は
？
》

　
協
力
し
て
く
れ
る
家
族
。

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
。
お
客
様
か
ら
の
仕

事
へ
の
感
謝
の
言
葉
。
人
と

の
つ
な
が
り
が
私
の
パ
ワ
ー

の
源
で
す
。

《
今
後
挑
戦
し
た
い
こ
と
や

こ
れ
か
ら
の
目
標
》

　
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
市
内
で
の
仕

事
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
制
作
な
ど
地
域
に
密
着
し

た
仕
事
を
、
む
な
か
た
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
ね
っ
と
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
で
き
た
ら
い
い
な
と

　
ま
た
、
市
で
は
平
成
14
年

か
ら
庁
内
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
事
業
と
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
に
市
の
業
務
を
一
部
発
注

し
て
い
ま
す
。

＊
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
は

業
務
の
一
部
を
外
部
の
企

業
な
ど
に
委
託
す
る
こ
と

《
む
な
か
た
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ね
っ

と
》

　
市
内
に
は
男
女
問
わ
ず
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
を
し
た
い
人
、
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
で
頑
張
っ
て
い
る
人
の

た
め
の
「
む
な
か
た
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
ね
っ
と
」
と
い
う
情
報
交

換
の
場
が
あ
り
ま
す
。
設
立

し
て
５
年
、
会
員
は
20
人
程

度
で
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

《
シ
ス
テ
ム
開
発
グ
ル
ー
プ

の
紹
介
》　

　
ホ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
は
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
デ
ザ
イ

ナ
ー
経
験
の
あ
る
主
婦
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
の
一
室
を
仕
事
場

に
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ

シ
の
制
作
、
エ
ク
セ
ル

や
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
ソ定住化を促進するチラシの制作例

思
っ
て
い
ま
す
。

《
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

　
仕
事
を
し
た
く
て
も
育
児

が
大
変
な
時
期
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
と
い
う
就

業
ス
タ
イ
ル
だ
と
自
宅
で
仕

事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
分
の
得
意
分
野
を
生

か
し
た
仕
事
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
自
分
は
何

が
で
き
る
か
「
む
な
か
た
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
ね
っ
と
」
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
情
報
交
換

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ア
ン
テ
ナ
は
常
に
高
く
立
て

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
か
ら
の
お
知
ら

せ
》

　「
む
な
か
た
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

ね
っ
と
」で
は
、10
月
に
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
は
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

講
座
の
詳
細
は
次
回
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
上
野
さ
ん
が
と
て
も

印
象
的
で
、
力
強
さ
を
感

じ
ま
し
た
。「
今
の
自
分
を

ち
ょ
っ
と
変
え
て
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
。
自

分
ら
し
い
生
き
方
や
働
き
方

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

フェイスブックについて説明する上野さん
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（11） 平成24年9月15日 No.228環　境 むなかたタウンプレス

　市では、平成20年度から県森林環境税を活用してスギ・ヒノキ林を間伐し
ています。
　森林は水を貯え、土砂災害を防ぎ、二酸化炭素を吸収するなど、いくつも
の公益的機能を持っています。しかし、木材価格の低迷や森林所有者の高齢
化などで、手入れがされていないスギ・ヒノキ林が増え続け、森林の持つ公
益性の低下が懸念されています。
　吉武地区から順次、森林の整備事業を実施し、今年は、南郷地区野坂で実施。
調査の結果、間伐が必要と判断した森林は、市と所有者との間で、「20年間、
森林として維持する」などの協定を締結し、間伐します。費用は全額、森林
環境税で負担します。

■問い合わせ先
　▽荒廃森林再生事業＝自然環境課　☎（36）１１３０
　▽森林環境税の仕組みや使途＝県林業振興課　☎０９２（６４３）３５４０

地区名 吉武 赤間西 赤間 南郷 東郷 玄海

調査年度 H20 H20 H20～21 H22～23 H24 H25

地区名 河東 池野 岬 大島 地島

調査年度 H25 H26 H26 H26 H26

●荒廃森林調査の実績と予定

＊調査対象は、個人、法人、区で所有する樹齢20～70年のスギ・ヒノキ林
＊間伐は、原則として調査実施の翌年度に実施

間伐されず真っ暗な森林 間伐して光が差し込むようになった森林

荒廃森林再生事業に
協力を

　
む
な
か
た
環
境
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
実
行
委
員
会
で

は
、
同
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
。
出
店
す
る
団
体
を
募
集

し
ま
す
。
あ
な
た
の
不
用
品

を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。出
店
無
料
。

●
日
時
　
11
月
23
日
（
金
・

祝
）
午
前
10
時
～
午
後
３

時
●
場
所
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

結
工
房

●
募
集
区
画
　
14
区
画
程
度

（
１
区
画
＝
間
口
２
メ
ー

ト
ル
×
奥
行
２
メ
ー
ト
ル

程
度
）

●
出
店
要
件
　
市
内
を
拠
点

に
活
動
す
る
各
種
団
体

で
、
市
内
在
住
の
人
を
代

表
と
し
て
い
る
こ
と

（
例
）
市
民
活
動
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
自
治
会
、
育

成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
幼
稚
園

や
保
育
所
の
保
護
者
会
、

同
窓
会
な
ど

●
出
店
可
能
品
目
　
衣
類
、

贈
答
品
、
ベ
ビ
ー
用
品
、

文
具
、
書
籍
、
装
飾
品
な

ど
＊
飲
食
類
や
家
電
製
品
の
販

売
は
不
可

●
申
込
方
法
　
10
月
12
日

（
金
）
必
着
で
、
下
記
の

「
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ

に
貼
っ
て
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局
へ
郵
送
（
〒
８

１
１
・
３
４
９
２
／
住
所

不
要
／
自
然
環
境
課
内
）

＊
１
団
体
ハ
ガ
キ
１
枚
、
１

区
画
ま
で

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
実
行

委
員
会
で
抽
選
後
、
出
店

の
可
否
を
通
知

＊
出
店
決
定
団
体
へ
は
、
説

明
会
開
催
案
内
と
併
せ
て

通
知
。
区
画
の
配
置
は
説

明
会
で
抽
選

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
同
実
行
委
員
会
（
自
然
環

境
課
内
）

�

☎
（
36
）
１
１
３
０

むなかた環境フェスタ2012リサイクルマーケット出店申込書
この申込書を必ずハガキに貼って郵送してください。

□ 衣類　　　　□ 文具　　　　　□ 書籍　　　　□ 贈答品

□ 装飾品　　　□ ベビー用品　　□ その他（　　　　　　　　　）

●団　体　名

●団 体 種 別（該当するものを○で囲んでください）　
　市民活動団体・ＮＰＯ法人・自治会・育成会・ ＰＴＡ・保護者会・
　同窓会・その他（　 　　　　　）

●代表者氏名　　　　　　　　　　

●郵 便 番 号　〒811-

●住　　　所　宗像市

●連　絡　先　（自宅）　　　　　　　　　（携帯）

ふりがな

出店品目　□にチェックを入れる

釣
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
を

●
会
場
・
時
間

▽
釣
川
本
流
の
メ
イ
ン
会
場

＝
午
前
８
時
15
分
受
付
、

同
８
時
30
分
～
同
９
時
30

分
実
施

【清掃区域など】

主　催 清掃区域 問い合わせ先

10月14日(日）

市、むなかた「水と緑の会」
（メイン会場）

本流「●」印の会場（下記地図参照）
①赤間 ②東郷 ③処理場 

☎（36）１１３０

赤間西地区コミュニティ
貴船川（三郎丸地区）、赤間駅周辺

（土穴地区）
☎（38）９５０６

自由ヶ丘地区コミュニティ 白水池周辺 ☎（32）５５９４

河東地区コミュニティ
山田川（畑区～須恵区間）、横山川

（池浦区～河東区間）
☎（35）１８３７

東郷地区コミュニティ 八並川・大井川・高瀬川・水町川 ☎（36）７７１１

日の里地区コミュニティ 東郷橋周辺（東郷会場に参加） ☎（37）１５８７

池野地区コミュニティ 樽見川・牟田川・田野川 ☎（62）２００３

岬地区コミュニティ さつき松原 ☎（62）２６５６

玄海地区コミュニティ 亀石橋～釣川河口 ☎（62）１６４２

10月28日(日）

吉武地区コミュニティ 本流（太郎橋～高六橋）両岸、川の中 ☎（32）５９０４

赤間地区コミュニティ 石丸赤馬橋～鍵橋（本流、支流） ☎（39）７０５１

南郷地区コミュニティ 朝町川 ☎（36）３４６５

＊
小
雨
決
行
。
実
施
の
有
無

は
市
ＨＰhttp://w

w
w
.

c
ity.m

u
n
a
ka
ta
.

lg.jp/

か
、
市
役
所
代
表

☎
（
36
）
１
１
２
１
で
確

認
を

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
主
催
会
場
＝
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

事
務
局
に
確
認
を

●
服
装
な
ど
　
清
掃
活
動
が

で
き
る
服
装

＊
軍
手
、
ご
み
袋
を
配
布

＊
参
加
記
念
品
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
自
然
環
境
課
　

�

☎
（
36
）
１
１
３
０

　

第
21
回
釣
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
市
と
む
な
か
た｢

水

と
緑
の
会｣
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
で

10
月
14
日
（
日
）、
同
28
日
（
日
）
に
分
け
て
実
施
し

ま
す
。
詳
し
く
は
左
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た

ち
の
「
命
の
水
・
釣
川
」
を
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
。

リサイクルマーケット
出店団体募集
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　「
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
む
な
か
た
」

に
所
属
す
る
団
体
で
、
環
境
保
全
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
若
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。
定
期
的
に
鐘
崎
の
深
浜
海

岸
や
赤
間
駅
前
の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
む
な
か
た
」
代
表
の
松
井
大
（
ひ
ろ
し
）
さ
ん
と
の
対

談
を
市
民
記
者
が
取
材
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
野
外
焼
却

　
ご
み
の
野
外
焼
却
は
、「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
を
使
っ

た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
っ
た

り
、
穴
を
掘
っ
た
り
し
て
燃

や
す
こ
と
も
禁
止
で
す
。
個

人
所
有
の
焼
却
炉
の
使
用
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
は
、
市
で
定
め
ら
れ

た
処
理
方
法
で
適
正
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。
法
律
に
違
反

し
、ご
み
を
焼
却
し
た
人
は
、

５
年
以
下
の
懲
役
か
、
１
０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、「
同
法
施
行
令

第
14
条
」
で
次
の
焼
却
は
例

外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

◆
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
焼
却

▽
農
業
、
林
業
や
漁
業
を
営

む
た
め
に
、
や
む
を
得
ず

実
施
す
る
廃
棄
物
の
焼
却

　
　
農
業
者
が
実
施
す
る
田

の
畦
草
焼
き
（
３
～
５
月

ご
ろ
）・
麦
わ
ら
焼
（
５

～
６
月
ご
ろ
）・
わ
ら
焼
き

（
10
～
11
月
ご
ろ
）
な
ど

▽
風
俗
慣
習
上
か
宗
教
上
の

行
事
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　
　（
地
域
で
実
施
す
る
「
ど

ん
ど
焼
き
」
な
ど
）

▽
た
き
火
や
そ
の
他
の
日
常

生
活
を
営
む
上
で
通
常
実

施
さ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

で
、
軽
微
な
も
の
な
ど

◆
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
焼
却
で
も
、
近
所
の

人
と
の
相
互
理
解
が
必
要

　
焼
却
時
の
煙
で
、「
不
快
」

「
喉
が
痛
い
」「
洗
濯
物
に
匂

い
が
つ
く
」
な
ど
の
苦
情
が

よ
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
近
隣
に
住
宅
が
あ
る
場
所

な
ど
で
は
、「
風
の
強
い
日

を
避
け
る
」「
風
向
き
や
時

間
帯
を
考
え
る
」「
最
小
限

の
焼
却
に
す
る
」「
焼
却
の

日
時
を
事
前
に
近
所
の
人
に

連
絡
す
る
」
な
ど
、
延
焼
の

危
険
性
を
避
け
、
近
所
の
人

に
灰
や
煙
の
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◆
「
暖
炉
」
や
「
薪
ス
ト
ー

ブ
」
な
ど
も
相
互
理
解
で

快
適
生
活
を

　
最
近
で
は
、
癒
や
し
や
環

境
を
意
識
し
て
暖
房
器
具
に

「
暖
炉
」
や
「
薪
ス
ト
ー
ブ
」

な
ど
を
使
用
す
る
家
庭
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
適
正

に
使
用
し
て
い
る
限
り
で

は
、
ご
み
の
焼
却
と
違
っ
て

違
法
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

煙
が
原
因
で
近
所
の
人
と
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
燃
や
す
人
と
近
所
の
人
、

お
互
い
が
快
適
に
生
活
で
き

る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
相
互

理
解
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
生
活
環
境
課
　

�

☎
（
36
）
１
４
２
１

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
　

�

☎
（
36
）
０
０
４
６

◉
「
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

名
前
の
由
来
」
は
？

▼
立
花
さ
ん

　
世
の
中
を
変
え
た
い
思
い

で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
改
革

を
使
命
と
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

は
、
平
成
25
年
ま
で
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
設
立
す
る
目
標
で

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

◉
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

▼
立
花
さ
ん

　
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
海
で

魚
釣
り
や
海
水
浴
な
ど
で
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
ご
み
で
汚

れ
た
海
岸
を
見
て
自
然
な
気

持
ち
で
始
め
ま
し
た
。
地
元

で
で
き
る
こ
と
を
み
ん
な
で

や
り
た
い
、
そ
れ
が
清
掃
活

動
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

◉
活
動
を
始
め
て
自
分
が
変

わ
っ
た
こ
と
は

▼
篠
原
さ
ん

　
活
動
を
始
め
て
か
ら
ご
み

が
な
い
か
気
に
な
り
だ
し
ま

し
た
。
立
場
が
変
わ
れ
ば
汚

れ
が
見
え
て
き
ま
す
ね
。

　
宗
像
を
代
表
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
し
た
い
と
い

う
思
い
が
最
近
強
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

▼
谷
崎
さ
ん
　

　
海
岸
を
３
回
、
赤
間
駅
前

を
６
回
ほ
ど
清
掃
し
ま
し
た

が
、
き
れ
い
に
な
っ
た
場
所

を
見
て
、
み
な
さ
ん
の
た
め

に
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

◉
こ
れ
か
ら
目
指
す
も
の

は
？

▼
立
花
さ
ん

　
清
掃
活
動
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
若
い
世
代
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い

き
、
宗
像
を
元
気

の
あ
る
明
る
い
魅

力
的
な
ま
ち
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
ま
ず
は
地
元
の

宗
像
で
活
動
を
展

開
し
、
県
で
も
宗

像
の
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
名
を

知
っ
て
も
ら
え
る

団
体
に
し
た
い
で

す
ね
。
今
年
は
市

か
ら
の
補
助
金
も

認
可
さ
れ
た
の
で

活
動
に
も
弾
み
が

つ
き
ま
し
た
。
団

員
の
数
を
増
や
し
て
活
動
時

に
は
50
人
ぐ
ら
い
動
員
で
き

る
規
模
に
し
た
い
で
す
。

◉
困
っ
た
こ
と
や
、
良
か
っ

た
こ
と
は

▼
立
花
さ
ん

　
始
め
の
こ
ろ
は
、
海
岸
で

拾
っ
た
ご
み
は
、
自
宅
に
持

ち
帰
り
、
家
庭
用
の
ご
み
袋

に
入
れ
て
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
車
で
運
ぶ
の
で
臭
い
や

汚
れ
が
大
変
で
し
た
。
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
入
る
と
、

回
収
用
の
袋
は
市
か
ら
支
給

さ
れ
、
拾
っ
た
ご
み
は
指
定

場
所
に
置
く
と
市
で
定
期
的

に
回
収
し
て
く
れ
る
の
で
楽

に
な
り
ま
し
た
。

　
袋
の
配
布
か
ら
ご
み
の
回

収
ま
で
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ

て
い
て
活
動
し
や
す
い
で

す
。
ご
み
の
分
別
は
4
分
類

（
燃
え
る
ご
み
・
缶
・
ガ
ラ

ス
・
陶
器
）
で
、
あ
ま
り
手

間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
松
井
さ
ん

「
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

�

に
聞
く

「
宗
像
を
変
え
よ
う
！
」
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

クリーンアップ むなかた

　　　　　　ごみの４分類
①燃えるごみ ③金物類（缶など）
②ガラス類（ビンなど） ④陶器（茶碗など）

市に登録

市から袋配布

市がクリーンアップ
むなかたと協働で回収

ごみ拾い

指定場所へ

ごみ拾いから
人づくりまちづくりへ

ごみネット袋

　
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
若

い
人
の
活
動
に
刺
激
さ
れ
、

田
島
地
区
で
新
規
登
録
が
あ

り
ま
し
た
。「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
田
島
」
と
い
う
団
体
で
、

若
い
世
代
の
集
ま
り
で
す
。

メ
ン
バ
ー
の
高
辻
正
和
さ
ん

（
34
歳
）
は
、
田
島
地
区
の

釣
川
沿
い
の
亀
石
橋
か
ら
多

礼
橋
ま
で
を
清
掃
し
て
い
ま

す
。
若
い
人
た
ち
の
ま
ち
づ

く
り
や
環
境
に
取
り
組
む
心

意
気
に
感
動
し
ま
し
た
。
活

動
の
喜
び
や
達
成
感
を
分
か

ち
合
え
る
若
い
仲
間
が
で
き

た
こ
と
で
刺
激
に
な
り
、
私

た
ち
の
世
代
も
さ
ら
に
頑
張

ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
む
な
か

た
も
活
動
を
始
め
て
10
年
が

過
ぎ
、
中
高
年
の
み
な
さ
ん

も
高
齢
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
こ
の
活
動
を
若

い
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
宗
像

の
環
境
を
孫
の
世
代
に
残
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　「
清
掃
活
動
は
自
分
の
空

い
た
時
間
で
ご
み
を
拾
っ
て

指
定
の
場
所
に
置
く
だ
け
」。

市
か
ら
の
支
援
が
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
気
楽

に
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
も
始
め
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

�

（
市
民
記
者
・
岩
元
賢
一
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
４
２
１

出
席
者

●
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▽
立
花
祐
平
さ
ん

（
27
歳
・
代
表
）

▽
篠
原
貢
さ
ん
（
27
歳
）

▽
谷
崎
慎
太
郎
さ
ん（
25
歳
）

●
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プむ

な
か
た

▽
松
井
大
さ
ん（69

歳
・
代
表
）

ボランティアで宗像を
きれいにしませんか？
ボランティアで宗像を
きれいにしませんか？

見
ら
れ
て
い
ま
す
！

　
市
に
は
道
路
や
河
川
、
海

岸
な
ど
の
清
掃
活
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
る
団

体
や
個
人
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
が
集
め
た
ご

み
を
指
定
場
所
に
置
き
、
こ

れ
を
市
と
協
働
で
「
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
む
な
か
た
」
の
メ

ン
バ
ー
が
集
め
、
同
時
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
へ
の
声

か
け
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
市
に
登
録
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し

て
、
①
回
収
袋
の
提
供
②
表

示
板
の
提
供
③
収
集
さ
れ
た

不
法
投
棄
ご
み
の
回
収
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
す

る
場
合
は
、
生
活
環
境
課
の

窓
口
に
、
申
請
書
と
活
動
範

囲
を
示
す
地
図
な
ど
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
４
２
１

環
境
に
つ
い
て
熱
く
語
る
松
井
さ
ん
と

改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
（
奥
）
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　宗像子育てネットワークこねっとが、「子育て・教育関

連用品」を「もとめている人」と無料で「ゆずる人」の仲

介をしています。

　８月31日現在、次の用品を「もとめている人」がいます。

■利用方法　①住所②氏名③連絡先④用品名を明記して、宗像子育てネット
ワークこねっとへ次のいずれかの方法で申し込む

▽ハガキ（〒811−3437／久原180／メイトム宗像館内）
▽メイトム宗像館内の受付ボックス
▽ FAX（36）３７４１
▽ メール konet_munakata@yahoo.co.jp
＊「上記の用品をゆずる人」は、☎０８０（４３１７）２５２４での申込可。ただ
し、毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の13：00〜16：30

こねっと
の

こねっと
の

も
っ
た
い

コ
ー
ナ
ー

な
い

●浄徳寺幼稚園制服（夏・冬用）・帽子（男児

100〜120）●日の里東保育園体操服（90、

110）●水着（女児140）●抱っこひも●布オム

ツ●チャイルドシート●ジュニアシート●子ども用イス●ネット●

ベビーベッド●二段ベッド●ゲート●階段用ゲート●ストーブガー

ド●三輪車●ピアノ●鍵盤ハーモニカ●剣道着（120〜130）●図

鑑（乗り物・動物）

　
市
で
は
「
ゴ
ミ
問
題
を
考

え
る
住
民
の
連
合
会
・
宗

像
」
と
生
ご
み
堆
肥
化
講
座

を
開
催
。
内
容
は
、
生
ご
み

処
理
機
器
各
種
の
使
用
方
法

を
紹
介
す
る
「
本
講
座
」
と
、

実
践
後
の
疑
問
な
ど
に
答
え

る
「
フ
ォ
ロ
ー
講
座
」
で
す
。

受
講
無
料
。

　
す
で
に
実
践
し
て
い
る
人

も
受
講
可
能
で
す
。「
本
講

座
」
を
受
講
す
る
と
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
（
年
間
１
世

帯
１
基
限
り
、「
フ
ォ
ロ
ー

講
座
」は
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
し
。

数
に
限
り
あ
り
）。
ど
こ
の

地
区
で
も
受
講
可
能
。
日

程
な
ど
は
随
時
、
市
広
報

紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
と
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

の
中
に
も
み
殻
く
ん
炭
と

コ
コ
ナ
ツ
ピ
ー
ト
を
入
れ

微
生
物
の
力
で
生
ご
み
を

分
解
し
、
堆
肥
化
す
る
も

の
で
す
。
で
き
た
堆
肥
を

使
う
と
、
立
派
な
花
や
野

菜
が
育
ち
ま
す
。

＊
受
講
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会
に
事
前

申
込
必
要

＊
各
講
座
に
定
員
あ
り

＊
で
き
た
堆
肥
を
使
わ
な
い

生ごみ
堆肥化講座

本
講
座
受
講
者
に
は

本
講
座
受
講
者
に
は

本

者

本
講
座
受
講
者

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト

【10月の講座】　＊事前申込が必要です
日　程 時　間 場所・申込先（月曜日休み）

本講座

10月 ６日（土）

10:00～11:30

自由ヶ丘コミセン ☎（32）5594

10月10日（水） 玄海コミセン ☎（62）1642

10月23日（火） 岬コミセン ☎（62）2656

10月30日（火） 東郷コミセン ☎（36）7711

フォロー
講座

10月 ２日（火）
10:00～11:30

池野コミセン ☎（62）2003

10月26日（金） 河東コミュニティ ☎（35）1837

場
合
は
、
生
活
環
境
課
窓

口
で
引
き
取
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
生
活
環
境
課
　

�

☎
（
36
）
１
４
２
１

堆
肥
化
講
座
の
様
子

（ｇ/人・日）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

515 549 539 508 506 485 480 495 524 442 412 467

522

■
23年度

■
24年度 575 512

400

450

500

550

600

510

紙パックはトイレットペーパーに
　１ℓの牛乳などの紙パックは約30gです。紙パック６枚でト
イレットペーパー１個に生ま
れ変わります。500㎖以上の
紙パックは、洗って切り開き、
乾かしてから、分別収集や市
内店舗にある拠点回収ボック
スに出しましょう。

家庭の燃やすごみ量の推移
（１人１日当たりのごみ量）

ダンボールコンポストダンボールコンポスト &&

　ダンボールコンポストを使い始めた人の疑
問の声を紹介します。

　　　生ごみを入れたけれど、全然減らない

　　　　ごみを入れ続けてみてください。下

　　　のグラフは、エコパークで使ったダン

ボールコンポストの重量と温度のグラフです。生ごみの投入量

は１日200g～１㎏で、コンポスト全体の重量は、２月８日か

ら使い始めて10日目の18日までは増えていますが、18日以降

はあまり増えていません。コンポスト内の温度も18日以降、

急に高くなっています。

　これは微生物が少なく、あまり分解していなかったのが、生

ごみを入れ続けることで微生物が増え、分解が進んでいるため

重量が増えず、発酵しているため発熱しています。最初は減り

にくいかもしれませんが、ごみを入れ続けることが大切です。

　１基で約50㎏の生ごみを分解できるので、１日500gの生ご

みを投入した場合は100日間、約３カ月使うことができます。

　ダンボールコンポストを使っていて「これでいいのかな？」

と疑問が生じたらいつでも問い合わせてください。

■問い合わせ先　

▽生活環境課　☎（36）１４２１

▽ゴミ問題を考える住民の連合会・宗像（倉本）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ☎（32）０７３０

9.00

8.00

7.00

6.00

5.00

4.00

3.00

2.00

1.00

0.00

60

50

40

30

20

10

0

（kg）（℃）

2／8 2／9 2／10 2／13 2／14 2／15 2／16 2／17 2／18 2／20 2／21 2／22 2／23 2／24

エコパークのコンポストデータ

生ごみの投入量 生ごみの総投入量 コンポストの重量
コンポスト内の温度外気温

海岸を散歩しながらごみ拾いをしてみませんか

　海岸線清掃活動をする「クリーンアップむなかた」の７月までの清掃状況
を紹介します。
【７月】▽参加人数＝83人　　　　▽収 集 量＝179袋
【累計】▽参加人数＝８,３２６人　▽収 集 量＝１万９,２２３袋
＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）

【集合場所】
▽釣川河口両側海岸
＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）

▽深浜海岸
＊活動は、毎月第４日曜日11：00から約１時間（雨天中止）

■問い合わせ　生活環境課　☎（36）１４２１
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市
認
定
農
業
者
協
議
会
が

開
催
。
お
い
し
い
枝
豆
を
畑

か
ら
収
穫
し
ま
せ
ん
か
。
事

前
申
込
不
要
。

●
日
時
　
10
月
13
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
受
付
は
午
後
２
時
ま
で
）

＊
な
く
な
り
次
第
終
了

＊
小
雨
決
行
。
荒
天
時
は
10

月
14
日
（
日
）
に
延
期

＊
開
催
の
有
無
は
当
日

午
前
８
時
か
ら
、
む

な
か
た
地
域
農
業
活

性
化
機
構
☎
（
36
）

７
８
８
３
へ
電
話

か
、
ＨＰh

ttp
://

w
w
w.i-m

ra.jp/

→

「
新
着
情
報
」
で
確

認
を

●
会
場
　
宗
像
大
社
近

く
の
大
豆
畑
（
受
付

で
誘
導
し
ま
す
）

　
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
を
は
じ
め
、
日
本
で
は

多
く
の
地
震
が
発
生
し
、
そ

の
た
び
に
大
き
な
被
害
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
も
、
平
成
17
年
に
県

西
方
沖
地
震
が
発
生
し
て
い

て
、
私
た
ち
の
ま
ち
も
地
震

に
よ
る
被
害
の
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
旧
建
築
基
準
法
（
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
）
で
建

築
さ
れ
た
木
造
戸
建
住
宅

に
、
補
助
制
度
を
創
設
し
て

い
ま
す
。

●
補
助
金
制
度

　
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し

た
場
合
、
工
事
に
要
す
る
経

費
の
３
分
の
１
に
相
当
す
る

額
（
上
限
額
30
万
円
〜
50
万

円
）
を
補
助

●
補
助
の
対
象
物
件
と
工
事

内
容

　
市
内
の
昭
和
56
年
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
戸
建
住
宅

で
耐
震
診
断
を
受
け
た
物
件

●
耐
震
診
断

　
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す

る
に
は
、
耐
震
診
断
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
耐
震

改
修
を
実
施
し
な
い
場
合

も
、
ま
ず
は
耐
震
診
断
を
受

け
、
自
宅
が
ど
ん
な
状
態
な

の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で

す●
耐
震
診
断
に
関
す
る
相
談

窓
口

住
マ
イ
む
な
か
た
／
久
原

１
８
０
（
メ
イ
ト
ム
宗
像

館
内
）

☎
（
37
）
２
５
２
５

＊
予
約
制

●
診
断
費
用

　
３
０
０
０
円
程
度

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
安
全
課

�

☎
（
36
）
５
０
５
０

市
　
か
　
ら

ミ
ニ
環
境
講
座
「
リ
サ

イ
ク
ル
石
け
ん
作
り
」

　
む
な
か
た
「
水
と
緑
の

会
」
石
け
ん
部
会
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
石
け
ん
の
特
徴
や
使

い
方
、
作
り
方
を
学
ぶ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
は
、

食
廃
油
を
再
利
用
し
た
地
球

に
も
人
に
も
優
し
い
、
洗
浄

力
が
優
れ
た
石
け
ん
で
す
。

作
っ
た
石
け
ん
は
牛
乳
パ
ッ

ク
で
持
ち
帰
り
可
能
。
参
加

無
料
。

●
日
時
　
10
月
18
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
エ
コ
ロ
館
（
市
役

所
西
門
そ
ば
）

●
定
員
　
先
着
15
人

●
持
参
品
　
汚
れ
て
も
よ
い

児
童
扶
養
手
当

�

一
部
改
正

　
８
月
か
ら
、
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
要
件
に
、
配
偶
者

灯
籠
設
置

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　
新
神
湊
港
渡
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
み

あ
れ
祭
前
夜
祭
」
の
一
環
と

し
て
、
ケ
ミ
カ
ル
ラ
イ
ト
の

灯
籠
（
と
う
ろ
う
）
を
県
道

特
設
人
権
相
談

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
校

や
職
場
で
の
い
じ
め
や
差
別

の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
な

ど
の
人
権
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）で「
裁

判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」
が

出
さ
れ
た
場
合
が
加
わ
り
ま

し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
市
子
ど
も
家

庭
課
窓
口
で
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

を
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
家
庭
課 

　
子
ど
も
福
祉
係

�

☎
（
36
）
１
１
５
１

沿
い
に
並
べ
、
そ
の
道
を
大

花
火
大
会
会
場
の
神
湊
ま
で

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

　
灯
籠
設
置
作
業
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
人
と
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
に
参
加
す
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

●
日
程
　
９
月
30
日
（
日
）

●
集
合
場
所
　
海
の
道
む
な

か
た
館

●
時
間

▽
灯
籠
設
置
作
業
＝
午
後
１

時
30
分
〜

▽
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＝
午
後
５

時
30
分
〜

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
内
）

�
☎
（
62
）
２
６
１
７

ま
な
問
題
の
人
権
相
談
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
無
料
。
予

約
不
要
。

●
日
時
　
９
月
25
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
市
役
所
本
館
１

階
・
第
１
、
第
２
相
談
室

●
相
談
員
　
市
人
権
擁
護
委

員
■
問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
対
策
課

�

☎
（
36
）
１
２
７
０

長
袖
の
服
装
、エ
プ
ロ
ン
、

１
リ
ッ
ト
ル
入
り
空
の
牛

乳
パ
ッ
ク
２
個

●
託
児
　
無
料
（
５
カ
月
か

ら
就
園
前
ま
で
）

＊
託
児
は
10
月
９
日
（
火
）

ま
で
に
申
込
必
要

■
申
込
方
法
　
９
月
20
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら
、

同
会
事
務
局
（
自
然
環
境

課
内
）
☎
（
36
）
１
１
３

０
へ
電
話
で
申
し
込
む

＊
車
で
の
参
加
者
は
、
宗
像

大
社
駐
車
場
を
利
用

●
枝
豆
狩
り
の
注
意
点

▽
受
付
で
荒
縄
を
１
本
５
０

０
円
で
購
入

▽
畑
で
枝
豆
を
は
さ
み
で

切
っ
て
、
荒
縄
で
し
ば
れ

る
分
だ
け
持
ち
帰
り
可

＊
葉
は
つ
い
た
ま
ま
の
状
態

●
持
参
品
　
剪
定
（
せ
ん
て

海の道
むなかた館

宗像大社

至 神湊

至 東郷

交番受
付

↑

↓

＊車は宗像大社　 に
　駐車してください
＊公共交通機関を利用する
　人は、ＪＲ東郷駅で下車し、
　西鉄バス神湊波止場行に
　乗車して宗像大社前で下車してください

宗像大社前

大
地
震
か
ら
大
切
な

生
命
・
財
産
を
守
ろ
う
！

い
）
ば
さ
み
、
軍
手
、
収

穫
し
た
枝
豆
を
入
れ
る
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
、
長
靴
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
む
な
か
た
地
域
農
業
活
性

化
機
構

�

☎
（
36
）
７
８
８
３

▽
農
業
振
興
課

�
☎
（
36
）
０
０
４
１

枝
豆
狩
り

　
　

交
流
会

新
鮮
で
おい
しい

新
鮮
で
おい
しい

昨
年
の
枝
豆
狩
り
交
流
会
の
様
子

赤
間
西
郷
土
・
歴
史
愛
好
会
が

�

「
宗
像
霊
場
め
ぐ
り
」
を
発
刊

　
赤
間
西
郷
土
・
歴
史
愛
好

会
が
8
月
10
日
、
谷
井
博
美

市
長
を
表
敬
訪
問
。「
宗
像

霊
場
め
ぐ
り
」
の
寄
贈
と
発

刊
ま
で
の
経
緯
や
思
い
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
赤
間
西
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
公

民
館
活
動
部
会
の
構
成
団
体

と
し
て
平
成
20
年
４
月
に
発

足
。
会
員
７
人
で
、
部
会
活

動
と
し
て
歴
史
塾
の
開
催

や
、
会
の
独
自
活
動
と
し
て

唐
津
街
道
（
小
倉
～
唐
津
）

を
１
年
か
け
て
歩
く
な
ど
、

精
力
的
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
宗
像
で
は
、
宗
像

四
国
東
部
霊
場
、
同
西
部
霊

場
、
筑
前
大
島
霊
場
の
３
カ

所
で
「
千
人
ま
い
り
」
が
開

か
れ
て
い
ま
す
が
、
同
会
で

は
昨
年
、
年
間
活
動
と
し
て

宗
像
四
国
東
部
霊
場
八
十
八

カ
所
を
１
年
か
け
て
歴
訪
。

宗
像
四
国
東
部
霊
場
の
存
在

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、「
宗
像
四
国
東

部
霊
場
八
十
八
カ
所
め
ぐ
り

旅
」と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
筑
前
大
島
千
人

ま
い
り
」
に
参
加
し
て
ま
と

め
た
小
冊
子
と
合
本
し
、「
宗

像
霊
場
め
ぐ
り
」
と
し
て
刊

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
同
会
代
表
の
山
口
浩
さ
ん

（
65
歳
）
は
「
宗
像
に
は
た

く
さ
ん
の
お
堂
が
あ
り
、
そ

の
多
く
は
近
所
に
住
ん
で
い

る
人
々
の
奉
仕
で
維
持
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化

や
建
物
の
老
朽
化
で
お
堂
の

存
続
が
危
う
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
霊
場
を
め
ぐ

り
、
お
堂
の
現
況

を
時
代
の
記
録
と

し
て
書
き
残
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
が
、
郷

土
史
に
関
心
の
あ

る
人
や
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
愛
好
者
の
み

な
さ
ん
の
役
に
立

て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
宗
像
霊
場
め
ぐ
り
」
は
、

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
ー
や
市
民
図
書
館
な
ど

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
赤
間
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会

　
☎
（
38
）
９
５
０
６

谷井市長（左から４人目）と
歴史愛好会のみなさん



（15） 平成24年9月15日 No.228お知らせ むなかたタウンプレス

豊かな人権感覚を培おう！　■問い合わせ先　人権対策課　☎（36）１２７０
平成23年度 小・中学生作成の人権標語を毎号紹介します。人権は、「人が生存と自由を確保し、幸福を追求する権利」。みなさん、人権を考えてみませんか。（15〜17ページ）

障
害
者
自
立
支
援

　

協
議
会
だ
よ
り

宗像市

第4回

このコーナーでは、選挙に関する一口
メモと４コマ漫画を紹介しています。

当選人の決定

　
第
２
回
宗
像
市
障
害
者
自

立
支
援
協
議
会
が
７
月
24
日

に
開
か
れ
、
今
回
は
３
月
に

策
定
し
た
「
第
３
期
宗
像
市

障
害
福
祉
計
画
」
の
実
現
に

向
け
た
本
年
度
の
目
標
・
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
こ
の
目
標
は
、
同
計
画
に

掲
載
し
て
い
る
施
策
を
市
全

体
で
実
行
し
て
い
く
た
め
、

関
係
各
課
に
対
し
て
聞
き
取

り
を
実
施
し
、
本
年
度
、
市

と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
の

か
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す

（
市
ＨＰhttp://w
w
w
.city.

m
unakata.lg.jp/

→
「
障

害
者
福
祉
」
→
「
計
画
」
に

掲
載
）。

　
委
員
か
ら
は
、
県
内
で
集

中
豪
雨
で
の
大
き
な
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
福

祉
避
難
所
や
在
宅
で
生
活
し

て
い
る
障
が
い
者
の
避
難
支

援
の
重
要
性
、
医
療
と
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
、

小
・
中
学
校
で
の
特
別
支
援

学
級
、
病
弱
学
級
な
ど
に
つ

い
て
の
提
案
、
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
提
案
、
意
見
の
あ
っ
た
項

目
は
、
実
施
の
可
否
を
含

め
、
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て

い
く
か
な
ど
を
検
討
、
協
議

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

《
就
労
部
会
研
修
会
》

　
就
労
部
会
で
は
、
初
め
て

の
研
修
会
を
７
月
６
日
に
開

催
。
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
主
任
相
談
員
の
坂
本

健
一
さ
ん
を
招
き
、
障
が
い

者
の
就
労
支
援
に
関
係
の
あ

る
施
設
な
ど
の
職
員
が
「
発

達
障
が
い
者
の
就
労
支
援
」

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
坂
本
さ
ん
は
、
発
達
障
が

い
者
の
支
援
に
つ
い
て
「
話

す
だ
け
で
は
な
く
、
ポ
イ

ン
ト
を
書
き
示
す
こ

と
、正
し
く
理
解
し
、

間
違
っ
た
理
解
に
な

ら
な
い
よ
う
正
し
い

情
報
を
正
確
に
伝
え

る
こ
と
、
複
数
の
支

援
機
関
で
適
切
な
支

援
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

　
就
労
支
援
事
業
所

「
ゆ
り
庵
」
の
今
奈

良
憲
寛
（
の
り
ひ
ろ
）
さ
ん

は
「
１
人
で
も
多
く
の
障
が

い
者
が
就
労
で
き
る
よ
う
、

今
後
の
支
援
に
生
か
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�

☎
（
36
）
３
１
３
５

国
・
県
な
ど
か
ら

「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
」
県
民
の
集
い

●
主
催
　
県

●
日
時
　
10
月
８
日
（
月
・

祝
）
午
後
１
時
〜
同
４
時

30
分

●
場
所
　
電
気
ビ
ル
共
創
館

電
気
ビ
ル
み
ら
い
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通

２
・
１
・
82
）

●
内
容
　「
女
性
と
子
ど
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

地
域
の
防
犯
活
動
や
防
犯

対
策
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
、
事
例
発
表
、
精
華
女

子
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
な
ど

●
参
加
費
　
無
料

＊
事
前
申
込
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

県
生
活
安
全
課

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３

１
２
４

　道の駅むなかたの指定管
理者である(株)まちづくり
宗像が７月24日、ふるさ
と寄附金1,000万円を市へ
寄付しました。
　代表取締役社長の恒成直
賢（ただよし）さんは「市
の産業振興のための事業に
使ってほしいです。業績も
順調に伸びています。さらにお客さまに喜んでもらえるよう努力
します」と意気込みを話しました。
　谷井博美市長は「道の駅は市にとって、とても大きな存在です。
観光や情報発信の拠点として、これからも共に頑張っていきましょ
う」と話しました。
� ■問い合わせ先　商工観光課　☎（36）００３７

(株)まちづくり宗像が
1,000万円を寄付

赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
祭

●
主
催
　
赤
間
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

●
日
時
　
９
月
30
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所
　
赤
間
コ
ミ
セ
ン

●
内
容
　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
（
ベ
リ
ー

ダ
ン
ス
、
よ

さ
こ
い
な

ど
）、
出
店

（
赤
間
地
区

の
自
治
会
に

よ
る
店
、
フ

リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
そ

の
他
露
店
な

ど
）、
作
品

展
示
（
書

多くの人でにぎわうステージイベント
（昨年の様子）

谷井市長に寄附金を渡す
恒成社長と藤岡末英駅長（左から）

無
料
公
証
相
談

●
主
催
　
福
岡
公
証
役
場
、

博
多
公
証
役
場

●
期
間
　
10
月
１
日
（
月
）

〜
同
７
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分

●
内
容
　
相
続
・
遺
言
、
任

意
後
見
、
尊
厳
死
宣
言
、

離
婚
給
付
・
年
金
分
割
な

ど
の
身
近
な
問
題

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
公
証
役
場
（
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
前
３
・

７
・
13
／
大
禅
ビ
ル
２

階
）

☎
０
９
２
（
７
４
１
）
０

３
１
０

▽
博
多
公
証
役
場
（
福
岡
市

中
央
区
舞
鶴
３
・
25
・
24

／
八
百
治
ビ
ル
３
階
）

☎
０
９
２
（
４
０
０
）
２

５
６
０

＊
電
話
で
の
相
談
も
受
付
可

＊
土
・
日
曜
日
の
相
談
は
電

話
の
み
受
付
可

道
、
絵
画
、
手
作
り
作
品

な
ど
）、
健
康
測
定
コ
ー

ナ
ー
（
健
康
測
定
、
赤
間

病
院
相
談
窓
口
、
食
進
会

コ
ー
ナ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
）、子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

（
お
ば
け
屋
敷
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
販
売
、
か
き
氷
販

売
）

●
駐
車
場
　
赤
間
小
学
校
・

運
動
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協

議
会

�

☎
（
39
）
７
０
５
１

　市議会議員選挙での当選人決定は、３
つの方法からなっています。

①比例多数得票主義
有効得票数の多い人から順に選挙定数
（20人）に達するまでの人を当選人と
する

②同点抽選主義
得票が同数の場合、選挙会で選挙長が
くじで当選人を決定

③法定得票数主義
得票数が全体の得票数からみて極端に
少ない場合、当選人とすることは、ふ
さわしくないため、一定数以上の得票
が必要

＊有効投票の総数／議員の定数×１／４以
　上が必要

■問い合わせ先
　市選挙管理委員会（総務課内）　
　　　　　　　　　　☎（36）１３７５

坂本さんの話を熱心に聞く受講者たち

【
お
わ
び
と
訂
正
】
広
報
紙
９
月
１
日
号
５
ペ
ー
ジ
「
調
停
無
料
相
談
会
」
の
問
い
合
わ
せ
先
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。〈
正
〉
市
総
務
課
行
政
係　

☎（
36
）１
２
７
２
〈
誤
〉
宗
像
調
停
協
会　

☎（
36
）２
０
２
４　

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
総
務
課
行
政
係　

☎（
36
）１
２
７
２
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「がんばって」　そのひとことで　勇気がでる（福崎　駿・大島小５年）
命はね　たった一つの　宝物（遠藤奈緒・東郷小６年）

言うまえに　ちょっとまって　その言葉（神谷菜月・赤間小５年）
つくろうよ　笑顔はじける　学校を（圓

まるしま

島みのり・日の里西小５年）

がんばれ
ブルース！

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

●
主
催
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
）

●
募
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
②
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

③
青
年
海
外
協
力
隊

④
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

●
内
容

▽
①
③
＝
技
術
や
経
験
を
生

か
し
、
相
互
理
解
を
図
り

な
が
ら
開
発
途
上
国
の
人

た
ち
の
自
助
努
力
を
促
す

協
力
活
動
を
実
施

▽
②
④
＝
日
系
人
・
日
系
社

会
へ
の
協
力
を
通
じ
た
、

そ
の
国
の
人
た
ち
や
社
会

へ
の
貢
献
活
動
を
実
施

●
募
集
要
件

▽
①
②
＝
40
歳
～
69
歳

▽
③
④
＝
20
歳
～
39
歳

＊
11
月
５
日
（
20
歳
の
み
平

成
25
年
４
月
１
日
）
現
在

の
年
齢
で
、
日
本
国
籍
を

持
つ
人

●
派
遣
期
間
　
１
年
間
か
２

年
間
（
短
期
も
可
）

＊
③
④
は
単
身
赴
任

●
派
遣
先

▽
①
③
＝
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
中
南
米
、
大
洋
州
、

中
近
東

▽
②
④
＝
中
南
米
地
域
の
日

系
団
体

●
待
遇
　
往
復
旅
費
、
現
地

生
活
費
、
住
居
費
な
ど
を

支
給

●
募
集
分
野

▽
①
③
＝
計
画･

行
政
、
農

林
水
産
、
保
健
衛
生
、
日

本
語
教
育
他

▽
②
④
＝
日
本
語
教
育
、
保

健
衛
生
、
福
祉
、
ス
ポ
ー

ツ
他

●
募
集
期
間
　
10
月
１
日

（
月
）
〜
11
月
５
日
（
月
）

●
そ
の
他
　
体
験
談
と
説
明

初
心
者
ボ
ウ
リ
ン
グ

体
験
教
室

●
主
催
　
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協

会
●
コ
ー
ス
・
開
始
日

▽
火
曜
日
＝
10
月
２
日（
火
）

▽
水
曜
日
＝
10
月
３
日（
水
）

＊
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
月
４

回
開
催
（
祝
日
は
休
み
）

●
時
間

▽
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
30

分
～
正
午

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
～

同
２
時
30
分

●
場
所
　
宗
像
シ
テ
ィ
ボ
ウ

ル
（
王
丸
）

●
参
加
要
件
　
過
去
に
ボ
ウ

リ
ン
グ
教
室
な
ど
に
参
加

し
た
こ
と
が
な
い
初
心
者

＊
マ
イ
ボ
ー
ル
持
参
者
は
参

加
不
可

●
定
員
　
各
コ
ー
ス
先
着
20

人
●
受
講
料
　
無
料

＊
別
途
、
レ
ン
タ
ル
シ
ュ
ー

ズ
代
３
０
０
円
必
要

■
申
込
方
法
　
９
月
30
日

（
日
）
ま
で
に
、
宗
像
シ

テ
ィ
ボ
ウ
ル
へ
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
申
し
込
む

▽
☎
（
36
）
６
８
３
３

▽
直
接
窓
口

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送

る
運
動
協
力
へ
の
お
礼

　
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進

協
議
会
が
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布

を
送
る
運
動
を
実
施
。
１
０

５
０
枚
の
毛
布
と
送
料
と
し

て
寄
附
金
１
１
３
万
４
５
０

０
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
協
議
会
（
荒
牧
）

�

☎
（
36
）
２
２
５
８

みんなで応援しよう
　市では、多くの人にブルースを応援してもらえるよう、グロー
バルアリーナでの試合では無料シャトルバスの運行と無料招待
券の配布、レベルファイブスタジアムでの試合ではファンとバ
スで応援に行く「ブルース応援の会」を企画します。詳しくは、
決定次第、市広報紙でお知らせします。
●トップリーグ前半戦の試合予定

●大漁旗でブルースを応援
　ブルースの試合の応援には、
大漁旗が欠かせません。これは、
漁師まち・玄海地区で練習する
ブルース独特の応援方法です。
試合で得点が入るたび、ファン
は大漁旗を大きく振り、会場を
盛り上げます。
　他にも手拍子でリズムを合わ
せ、大きな声を出して応援をし
ます。観戦時は、一緒に声を出し、大漁旗を振るブルースなら
ではの応援にぜひ参加してください。
� ■問い合わせ先　市民活動推進課　☎（36）１５４０

日時 対戦相手 場所
９月16日（日）
15：00〜 パナソニックワイルドナイツ 足利市総合運動公園

陸上競技場（栃木県）
９月23日（日）
15：00〜 ヤマハ発動機ジュビロ 富山県総合運動公園

陸上競技場（富山県）
 10月６日（土）
12：00〜 リコーブラックラムズ 秩父宮ラグビー場

（東京都）
10月14日（日）
13：00〜 東芝ブレイブルーパス グローバルアリーナ

（吉留）
10月20日（土）
13：00〜

ＮＴＴコミュニケーションズ
シャイニングアークス

東北電力ビッグスワン
スタジアム（新潟県）

10月27日（土）
14：00〜 サントリーサンゴリアス レベルファイブスタジ

アム（福岡市）

大漁旗を振って応援します

会
を
福
岡
市
、
北
九
州
市

で
開
催

＊
詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ＨＰ

http
://w

w
w
.jica.

go.jp/

で
確
認
を

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
国
際
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
３
（
６
７
１
）
８

３
４
９

転倒を
予防しよう

　転倒の原因の１つとして「体のバランス
機能の低下」が挙げられます。

●体のバランス機能とは
▽静止時や動作時に姿勢を安定した状態に保つこと
▽不安定な姿勢から元の姿勢に戻す働きのこと
●体のバランス機能のメカニズム
▽「視覚」や「足の裏の皮膚や筋肉」「三半規管」からの情報
が脳に送られ、脳から骨格筋に指令を送ります
▽骨格筋が働き、体のバランスをとります。体のバランス機能
を保ち、転倒を予防するためには、写真②の時に働く「下半
身の筋力」を低下させないことが重要です
●足をついて片足重心
（主に軸足の太もも、ふ
くらはぎ、お尻の筋肉
を鍛えます）

▽壁に右手を添えて肩幅
に足を開いて立ちます。
右足に全体重を乗せま
す。左足はかかとを上げ
て床につま先のみをつ
きます（写真①②）
▽20～30秒程度静止します。慣れたら左足を床から少し浮か
せた状態（５㎝程度）で実施。背すじをまっすぐ伸ばし、呼
吸を止めないようにします。左右同様に実施します
　ぜひ、転倒予防のため実践してみてください。
■問い合わせ先　
　宗像ユリックス・アクアドーム　☎（37）１３７７

１ 2

　
県
中
学
校
体
育
連
盟
（
県

中
体
連
）
の
県
大
会
で
好
成

績
を
収
め
た
城
山
中
学
校
の

新
体
操
チ
ー
ム
と
体
操
部
、

空
手
部
の
選
手
た
ち
が
８
月

６
日
、
九
州
大
会
出
場
の
報

告
の
た
め
谷
井
博
美
市
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
新
体
操
チ
ー

ム
は
、
城
山
中

学
校
の
部
活
動

で
は
な
く
、
地

域
の
ク
ラ
ブ
活

動
で
活
躍
し
て

い
る
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
た

女
子
チ
ー
ム

で
、
メ
ン
バ
ー

は
５
人
。
県
大

会
で
見
事
な
演

技
で
団
体
優
勝

を
飾
り
ま
し

た
。
山
田
朱
音
（
あ
か
ね
）

さ
ん
（
３
年
）
は
「
九
州
大

会
で
は
ノ
ー
ミ
ス
で
、
い
つ

も
ど
お
り
の
演
技
を
し
た
い

で
す
」
と
意
気
込
み
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
体
操
部
の
石
松
奈
珠
（
な

み
）
さ
ん
（
３
年
）
は
県
大

会
で
個
人
総
合
４
位
、
種
目

別
の
段
違
い
平
行
棒
で
６
位

と
な
り
、
九
州
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
石
松
さ
ん
は

「
け
が
と
ミ
ス
を
せ
ず
に
力

を
発
揮
し
た
い
で
す
」
と
健

闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　
谷
井
市
長
は「
平
常
心
で
、

力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
県
大
会
で
形
の
部

で
３
位
と
な
り
九
州
大
会
に

出
場
し
た
空
手
部
の
清
水
悠

花
（
は
る
か
）
さ
ん
（
１
年
）

は
８
月
４
日
の
九
州
大
会
で

も
ベ
ス
ト
８
と
健
闘
し
「
ま

た
来
年
頑
張
り
た
い
」
と
す

で
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

い
ま
し
た
。

【
そ
の
他
の
結
果
報
告
】
８

月
７
日
〜
同
８
日（
新
体
操
）

と
同
10
日
〜
同
12
日（
体
操
）

に
佐
賀
市
で
開
か
れ
た
九
州

大
会
で
、
新
体
操
チ
ー
ム
は

団
体
５
位
、
石
松
さ
ん
は
平

行
棒
・
ゆ
か
の
部
で
６
位
と

健
闘
。
石
松
さ
ん
は
８
月
19

日
〜
同
21
日
に
山
梨
県
で
開

か
れ
た
全
国
大
会
に
も
出
場

し
、
健
闘
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
城
山
中
学
校
　

☎
（
32
）
３
０
３
９

谷井市長(中央)と健闘を誓う選手たち

福岡サニックスブルースは宗像市を本拠地とする
トップレベルのラグビーチームです

新
体
操
チ
ー
ム
、体
操
部
、空
手
部

が
九
州
大
会
に
出
場

城 山
中学校

新
体
操
チ
ー
ム
、体
操
部
、空
手
部

が
九
州
大
会
に
出
場
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あいさつは　人と人を　つなぐ糸（川原佳
けいすけ

祐・玄海中２年）君の声　支えてくれる　カットバン（高野円
つぶら

来・中央中３年）

でばんビちゃん

　市消費生活センターでは、月～金曜日の相談
に加えて、毎月第２・第４土曜日に電話相談を
始めました。利用してください。

第２・第４土曜日電話相談

時　間　8：30～17：00　☎（33）5454

　
「
キ
レ
イ
に
な
り
た
い
」

と
い
う
女
性
の
心
理
に
つ
け

こ
ん
だ
強
引
な
エ
ス
テ
の
勧

誘
が
目
立
ち
ま
す
。

　
「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
」

な
ど
と
街
で
声
を
か
け
、
店

へ
連
れ
て
行
く
キ
ャ
ッ
チ

セ
ー
ル
ス
や
、
気
軽
に
友
達

に
つ
い
て
行
っ
た
店
で
断
り

切
れ
ず
に
高
額
な
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
な
ど
と
い
う
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
事
例
１

　

３
日
前
、
街
で
「
１
０
０

円
で
眉
を
整
え
て
あ
げ
る
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
つ
い
て

行
っ
た
エ
ス
テ
店
で
脱
毛
の

無
料
体
験
を
し
た
。
体
験
だ

け
の
つ
も
り
が
、
カ
メ
ラ
で

背
中
の
映
像
を
見
せ
ら
れ
、

「
あ
な
た
は
他
の
人
よ
り
毛

が
太
く
て
濃
い
。
全
身
脱
毛

を
し
た
方
が
い
い
」
と
言
わ

れ
、
20
万
円
の
脱
毛
エ
ス
テ

の
契
約
を
し
た
。
５
年
の
分

割
払
い
に
し
た
が
、
学
生
な

の
で
、
支
払
い
が
続
け
ら
れ

る
か
心
配
。

�

（
20
歳
代
大
学
生
・
女
性
）

■
事
例
２

　

友
達
に
誘
わ
れ
て
エ
ス
テ

の
無
料
体
験
に
行
っ
た
。
気

に
な
る
と
こ
ろ
を
聞
か
れ
た

の
で
、「
足
を
細
く
し
た
い
」

と
言
う
と
、「
頑
張
っ
て
き

れ
い
に
な
ろ
う
」と
痩
身（
そ

う
し
ん
）、
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル

（
美
顔
）
の
契
約
を
勧
め
ら

れ
た
。「
サ
プ
リ
も
一
緒
に

飲
ん
だ
方
が
い
い
」
と
、
エ

ス
テ
と
合
わ
せ
て
60
万
円
の

契
約
を
し
た
。
忙
し
く
て
な

か
な
か
通
え
な
い
し
、
支
払

い
が
大
変
な
の
で
解
約
し
た

い
。

�

（
30
歳
代
・
女
性
）

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
エ
ス
テ
の
契
約
は
店
舗
で

の
契
約
で
も
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
は

無
条
件
で
解
除
で
き
る
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

が
過
ぎ
て
い
て
も
中
途
解
約

制
度
が
あ
り
ま
す
。
中
途
解

約
の
精
算
方
法
は
法
律
で
決

め
ら
れ
、
業
者
が
請
求
で
き

る
損
害
賠
償
額
の
上
限
も
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
ま
た
、

エ
ス
テ
に
必
要
と
言
わ
れ
て

購
入
し
た
サ
プ
リ
や
化
粧
品

な
ど
は
、
自
分
の
意
思
で
使

用
し
た
場
合
を
除
い
て
は
返

品
で
き
ま
す
。

　
エ
ス
テ
は
緊
急
を
要
す
る

契
約
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
契

約
を
急
が
せ
る
業
者
は
問
題

で
す
。
そ
の
場
で
即
決
せ
ず

一
度
帰
っ
て
家
族
と
相
談
す

る
な
ど
、
よ
く
考
え
て
契
約

し
ま
し
ょ
う
。

あ
っ
た
か
マ
マ

す
ぽ
っ
と
座
談
会

●
主
催
　
発
達
障
が
い
に
関

す
る
子
育
て
支
援
団
体

「
あ
っ
た
か
マ
マ
す
ぽ
っ

と
」

●
日
時
　
９
月
24
日
（
月
）

午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

和
室

●
対
象
　
発
達
障
が
い
に
関

心
の
あ
る
市
民

●
定
員
　
先
着
25
人

●
参
加
費
　
１
０
０
円

●
託
児
　
１
人
３
０
０
円

（
未
就
学
児
）

＊
座
談
会
は
申
込
不
要
。
た

だ
し
託
児
を
希
望
す
る
場

合
は
、
９
月
17
日
（
月
・

祝
）
ま
で
に
、
①
保
護
者

の
氏
名
②
子
ど
も
の
氏
名

③
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
同
団
体
FAX
（
34
）
８

２
２
８
へ
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
む

「
法
の
日
週
間
」

�

無
料
法
律
相
談

●
期
間
　
10
月
15
日
（
月
）

〜
同
19
日
（
金
）

●
時
間

▽
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分
▽
午
後
１
時
〜
同
３
時
30
分

●
場
所
　
天
神
弁
護
士
セ
ン

タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
渡

辺
通
５
・
14
・
12
／
南
天

神
ビ
ル
２
階
）

●
定
員
　
先
着
１
０
０
人

■
申
込
方
法
　
10
月
１
日

（
月
）
午
前
９
時
か
ら
、

同
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２

（
７
４
１
）
３
２
０
８
へ

電
話
で
申
し
込
む

エステの契約は
慎重に！

不
登
校
と
ひ
き
こ
も

り
を
考
え
る
親
の
会

●
主
催
　
む
な
か
た
福
祉
研

究
会

●
日
時

①
10
月
11
日
（
木
）

②
11
月
８
日
（
木
）

③
12
月
13
日
（
木
）

④
平
成
25
年
１
月
10
日（
木
）

⑤
２
月
14
日
（
木
）

⑥
３
月
14
日
（
木
）

＊
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
同

５
時

●
会
場
　
東
郷
コ
ミ
セ
ン

●
内
容
　
不
登
校
、
引
き
こ

も
り
で
悩
ん
で
い
る
保
護

者
同
士
が
同
じ
悩
み
を
共

有
し
、
解
決
の
糸
口
を
模

索
す
る

＊
個
別
相
談
を
希
望
す
る
場

合
は
申
込
時
に
伝
え
て
く

だ
さ
い

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会
（
浦
川
）

☎
０
９
０
（
２
５
８
４
）

７
５
１
７

■
問
い
合
わ
せ
先

同
団
体
（
内
田
）

�

☎
（
34
）
８
２
２
８
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　各地区コミュニティ主催で、さまざまな趣向を凝らした「歩こう会」が開催されています。
花見やお祭りで四季を感じ、時には神社巡りや郷土の人たちの話に歴史を感じ…。
　心も体もリフレッシュしながら、宗像を満喫してみませんか。
■問い合わせ先　健康づくり課　☎（36）１１８７ 

心も体も元気に歩こう!!

■
ビ
ー
ル
に
は
枝
豆
が
ピ
ッ

タ
リ
。
暑
か
っ
た
今
年
の
夏

も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
■
品
質
日
本
一
に
も
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
宗
像
の
大

豆
。
10
月
の
枝
豆
狩
り
交
流

会
も
毎
年
大
盛
況
で
、
わ
が

家
も
恒
例
行
事
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
■
夏
と
は
違
う

ビ
ー
ル
の
味
に
秋
を
感
じ
る

最
近
で
す
が
、
枝
豆
を
収
穫

し
て
お
い
し
い
秋
味
を
堪
能

し
た
い
と
思
い
ま
す
。�（
あ
）

■
数
年
前
、
こ
の
ま
ま
だ
と

糖
尿
病
に
な
る
か
も
と
思
っ

た
こ
と
が
…
。
健
康
診
断
で

空
腹
時
の
血
糖
値
が
、
基
準

内
と
は
い
え
右
肩
上
が
り
に

…
。
慌
て
て
市
の
「
糖
尿
病

予
防
教
室
」
に
通
う
こ
と
に

し
ま
し
た
■
食
後
、
手
の
ひ

ら
に
針
を
刺
し
て
血
糖
値
を

測
定
。
食
事
の
内
容
や
お
酒

の
量
で
数
値
が
大
き
く
変
わ

る
と
実
感
し
ま
し
た
■
教

わ
っ
た
食
事
の
適
正
量
を
守

り
続
け
て
い
ま
す
。
　（
の
）

■
先
日
、
屋
久
島
へ
縄
文
杉

に
会
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た

■
普
段
か
ら
運
動
を
し
て
い

な
い
私
は
、
息
も
切
れ
切
れ

に
な
り
な
が
ら
10
時
間
歩
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
自
然
の

中
を
歩
く
の
は
、
す
が
す
が

し
い
気
分
に
な
り
、
歩
く
っ

て
気
持
ち
が
い
い
な
と
実
感

し
ま
し
た
■
体
力
づ
く
り
や

健
康
の
た
め
に
も
、
季
節
を

感
じ
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
も
良
い
で
す
ね
。
　（
ま
）

宗
像
大
社
の
菊
花
展
を

鑑
賞
し
ま
す

河
東
天
満
宮

海
岸
か
ら
は
、
み
あ
れ
祭
か
ら

鐘
崎
に
戻
る
船
が
間
近
に
見
え

ま
す

釣
川
桜
公
園
を
散
策

孔
大
寺
神
社
春
祭
り

平
山
天
満
宮

日　程 コース 集合場所 集合時間 主催・問い合わせ先

平
成
24
年

10月 １日
（月）

みあれ祭とさつき松原
（５㎞）

岬コミセン 8：20
岬地区コミュニティ

☎（62）2656

10月24日
（水）

河東天満宮（約４㎞） 河東コミセン 9：30
河東地区コミュ二ティ

☎（35）1837

11月 １日
（木）

宗像大社菊花展鑑賞と
鎮国寺（7.5㎞）
＊弁当持参

東郷コミセン 8：45
東郷地区コミュニティ

☎（36）7711

11月 ３日
（土・祝）

正助村～平山天満宮～
グローバルアリーナ

（７㎞）
吉武コミセン 9：00

吉武地区コミュニティ
☎（32）5904

11月 ４日
（日）

石鎚神社と
宗像大社菊花展

（５㎞）

海の道
むなかた館

9：30
玄海地区コミュニティ

☎（62）1642

11月10日
（土）

釣川上流と八所宮
（８㎞）
＊弁当持参

赤間コミセン 9：30
赤間地区コミュニティ

☎（39）7051

11月18日
（日）

池野…歴史と
よかとこめぐり

（５㎞）
池野コミセン 9：00

池野地区コミュニティ
☎（62）2003

平
成
25
年

２月23日
（土）

妙見の滝～十一面観音～
八所宮かやぶき酒造

（６㎞）
吉武コミセン 9：00

吉武地区コミュニティ
☎（32）5904

３月 ２日
（土）

孔大寺神社春祭り
（５㎞）

池野コミセン 9：00
池野地区コミュニティ

☎（62）2003

３月17日
（日）

あんずの里コース
（６㎞）

玄海コミセン 9：30
玄海地区コミュニティ

☎（62）1642

３月24日
（日）

織幡神社と
鐘崎漁港めぐり

（５㎞）
岬コミセン 9：00

岬地区コミュニティ
☎（62）2656

３月30日
（土）

釣川桜公園散策
（5.3㎞）

自由ヶ丘
コミセン

9：30
自由ヶ丘地区
コミュニティ
☎（32）5594

＊日程や集合時間などが変更になる場合があります。必ず事前に市広報紙１日号か、市
ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/で確認してください

【共通事項】●持参品　歩きやすい服装、靴、水筒、タオル、帽子

保健師
　からの
　　一言

季節の風を感じ
歩いて健康

川田保健師

●手軽にできる運動「ウオーキング」
　健康のため、ウオーキングでも始めてみ
ようかなと思うことはありませんか？
　手軽に一人ですぐにできるウオーキング
は、心肺機能を向上させ、生活習慣病の改
善、骨粗しょう症の予防、便秘解消、スト
レス解消など多くの効果が得られます。

●でも、頑張りすぎは禁物！
　健康のために始めたウオーキングで、「頑張りすぎて膝を
痛めた…」という話を時々耳にします。ウオーキングをする
時は、体の小さな変化に気をつけながら、自分のペースで無
理のないように歩くことが大切です。
　もし腰痛や膝痛のある人は、まず弱っている筋力をトレー
ニングし、痛みが軽くなってから少しずつ始めてみましょう。

●時には長距離にもチャレンジ！
　時には気分転換で、いつもより長目の距離をみんなと楽し
く歩いてみるのもいいかもしれません。
　各地区コミュニティの「歩こう会」では４～８㎞くらいの
距離を時間をかけて歩きます。もちろん、初心者でも大丈夫
です。季節の風を感じながら、歴史の名所や観光スポットを
巡り、参加者のみなさんと交流を深めることは、体だけでな
く心の健康づくりにもなります。
　これから涼しく歩きやすい季節になります。各地区コミュ
ニティで実施している「歩こう会」にぜひ参加してみません
か。新しい宗像を発見できるかもしれませんよ。

第 66 回

各地区コミュニティおすすめ 10月以降の歩こう会

岬河東東郷

吉武池野自由ヶ丘
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